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編集後記
息切れではありませんが、今号より16頁の内容になりました。今まで通り
の構成で多くの方 よ々り原稿や情報をお寄せいただきました、ありがとうご
ざいました。裏話や秘話をご紹介できて、改めて歴史と伝統を感じながら
編集、制作をいたしました。まだまだ頑張る「あしび」にご期待下さい。

［表紙の写真］ 福山鞆の浦弁天島花火大会 
瀬戸内に初夏を告げる風物詩。舞台は、弁才
天を祀る弁天堂（福寿堂）が建っていることか
ら弁天島と呼ばれているこの小さな島。その弁
天島から、約2000発もの花火が夜空に打ち上
げられました。対岸には夜店が軒を連ね、明る
い売り子さんの声が右に左に飛び交います。
大勢の人が集まる活気に満ちた一夜。瀬戸内
に本格的な夏の訪れを予感させる、鞆の浦自
慢のお祭りです。今年は5月27日（土）でした。

福山にいたときも、遠く離れていてもずっと
記憶に残る味、「お好み焼き」。広島風、関
西風、現代風…作り方食べ方はいろいろ
あれど、お店を見つけるとつい立ち寄ってみ
たくなるそんなそうる・ふうどを紹介します。

初夏の訪れを告げる鞆の浦の弁天島から打ち上げる花火大会。まさに荘厳で幻想的な風景です。

君の輝く瞳に逢いたい…
あなた

tokyo Ashibi   11
平成29年8月３１日発行（年1回）
発行人／來山征士（S.36）
編集担当／岩瀬浩造（S.37）、田丸佐知子（S.40）
制作担当／寄國　聡（S.45）
編集／福山葦陽東京同窓会役員会・幹事会
編集協力／福山葦陽東京同窓会会員、福山葦陽同窓会本部、福山葦陽高等学校、
福山市東京事務所 他

そば入りで、ボリュームアップも！ （500円。とにかく値段にビックリ）　 今もお元気なお母さん

こ
の
値
段
に
は
ビ
ッ
ク
リ

●お店の場所は探して訪ねてみましょう!

鞆の浦の弁天島。夜の花火大会の会場です

〈
報
告
〉第
30
回 

福
山
葦
陽
東
京
同
窓
会

〈
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
レ
タ
ー
〉皆
さ
ん
、お
元
気
で
す
か
？

〈
恩
師
よ
り
〉小
林
達
治
先
生﹇
国
語
﹈、大
久
保
宏
登
先
生﹇
数
学
﹈

〈
葦
陽
高
校
よ
り
〉チ
ー
ム
葦
陽
〜
前
へ
〜

〈
本
部
総
会
報
告
〉同
窓
生
を
応
援
し
よ
う
!

〈
エ
ッ
セ
イ
〉カ
ー
プ
に
恋
し
て
半
世
紀

〈
訪
問
〉誠
之
舎
を
訪
ね
て

〈
ふ
く
や
ま・ひ
ろ
し
ま・と
う
き
ょ
う
情
報
〉他

おっ、好み焼き
福山

銀座

浅草

青山

福山にはいつの頃からか、あちこちに「お好み焼き」のお店がありました。まさに福山人
のソウルフードと言うべきものでしょう。卒業生の中でもこのお店に足を運んだ人は多い
でしょう、先生と一緒に食べたこともあったような無いような？　いまも元気で営業中。

銀座へ行ったら、銀ブラと「TAU」と「お好み焼
き」。「TAU」の2階にあるお好み焼き「鯉 （々こ
いこい）」新しくリニューアルしたお店は以前とは
また違う味を楽しめます。銀座で「お好み焼き」
なんて？ 広島県人、福山人だからこそわかる
味わいを是非一度ご堪能下さい。

青山の根津美術館から根津坂を下ったところ
にある「鉄板焼き・話食 海音（かのん）」は表参
道、青山の喧噪から抜け出たようなお店。マス
ターのお父様は葦陽高校千葉清士元校長

（昭和53年～55年）。東京で葦陽高校を語れ
る場所は唯一かも、是非一度お立寄り下さい。

お城の下にあった母校の西側に今で
もしっかりと「お好み焼」の暖簾が。
優しい笑顔のお母さんが、料理酒を振
り、ひと手間掛けた牛肉と卵入りのお
好み焼きが何と400円！ 腹ペコの高校
時代にお世話になった若者も多いは
ず。今もボリュームたっぷりの懐かしい
味ですよ。帰省の際には一度足を運
び、当時の話をしながら食べると、懐か
しい青春がよみがえることでしょう。

浅草寺の脇、地方の魅力が体験できる商業施設
「まるごとにっぽん」の3Fには備後圏域の物産を
紹介するコーナーと、4Ｆには「ひろしま・お好み焼
凡」があります。浅草辺りをブラリして広島ならで
はの美味しい一品料理や地酒と一緒に「ひろし
ま・お好み焼」で楽しい時をお過ごし下さい。

海音

凡

鯉々

みちぐさ

soul food

こい    こい

ぼん

かのん

我らの そうる・ふうど
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出
席
者 

（
敬
称
略
）
　●
数
字
は
卒
業
年

　

※

は
近
畿
支
部

福
山
葦
陽
東
京
同
窓
会
会
長
　
　
　
　

來
山

　征
士

　

　
福
山
葦
陽
東
京
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

お
元
気
で
、
充
実
し
た
生
活
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
拝
察
し
て
い
ま
す
。

　
平
素
は
、
同
窓
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
を

賜
り
、
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
母
校
創
立
1
1
0
周
年
、
東
京

同
窓
会
30
回
開
催
、「
あ
し
び
」
10
号
発
行
、
郷

里
福
山
で
は
市
制
施
行
1
0
0
周
年
と
お
目
出
度

い
こ
と
が
重
な
り
ま
し
た
。

　
第
30
回
福
山
葦
陽
東
京
同
窓
会
は
、
昨
年
の
10

月
23
日
（
日
）、
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
、
本
部
赤

松
会
長
、
藤
井
校
長
、
宇
田
大
阪
支
部
長
、
福
山

市
東
京
事
務
所
福
田
所
長
の
ご
出
席
を
賜
り
83
名

の
参
加
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
節
目
に
相
応
し
く
会
員
の
田
丸
さ
ん
、
富
澤
さ

ん
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
に
、
昨
年
惜
し
く
も

日
本
一
を
逃
し
ま
し
た
が
、
見
事
セ
リ
ー
グ
優
勝
の

栄
誉
に
輝
い
た
我
ら
が
「
広
島
カ
ー
プ
」の
応
援
歌

も
披
露
し
、
熱
狂
的
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
の
飛
び
入
り
も

あ
り
、
今
年
の
日
本
一
を
誓
い
合
い
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
大
阪
支
部
か
ら
も
３
名
が
出
席
さ
れ
て
、
新
た

に
支
部
間
の
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
葦
陽
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
新
し

く
な
り
、
本
部
、
支
部
の
情
報
や
住
所
の
変
更
な

ど
分
か
り
や
す
く
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
同
窓
会
へ
の
お
問
い
合
せ
等
は
、
是
非

そ
ち
ら
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
第
31
回
東
京
同
窓
会
は
10
月
22
日

（
日
）、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
学
士
会
館
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。
同
期
の
お
仲
間
を
誘
い
合
い
、
一
人

で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

本
部
会
長

赤
松

　治
美

● 

葦
陽
校
長

小
林

　泰
崇

● 

福
山
市
事
務
所

福
田

　
　等

● 

S
19

児
玉
壽
實
子

● 

S
20･

B

角
田

　昌
子

● 

S
23

左
山

　邦
恵

宮
野

　紋
子

● 

S
24

永
島

　靖
子

石
山

　勝
子

市
橋

　信
子

● 

S
25

原
田

　玲
子

藤
永

　政
江

占
部

　健
夫

藤
井

　拓
三

● 

S
26

橋
本

　文
子

徳
永

　
　巌

● 

S
27

大
土
井

　晃

● 

S
28

來
山

　和
義

● 

S
31

伊
藤

　賢
二※

占
部

　勲
司

岩
瀬

　健
祐

三
島

　克
紀

前
原

　一
夫

● 

S
32

宇
田

　成
徳※

前
原

　二
郎※

福
田

　佳
子

池
田

　朗
子

石
井

　義
信

● 

S
33

吉
井

　和
子

由
井

　寛
子

山
下

　恵
子

渡
辺
美
恵
子

小
川

　敏
彦

藤
井

　栄
治

● 

S
34

佐
藤

　凡
雄

開
原

　
　剛

連
石

　
　勉

● 

S
35

伊
地

　範
子

細
川
ハ
テ
ミ

田
治

　正
光

● 

S
36

東

　
　早
苗

松
田

　恵
子

井
上

　哲
也

來
山

　征
士

來
山

　隼
生

向
井

　総
昭

● 

S
37

岩
瀬

　浩
造

垣
原

　洋
昭

● 

S
38

田
口
寿
美
子

升
川

　澄
子

三
吉

　伸
子

坂
本

　昭
博

本
瓦

　定
美

● 

S
39

佐
藤

　松
枝

● 

S
40

神
原

　郁
子

児
玉

　弘
子

田
丸
佐
知
子

西

　
　直
枝

村
上

　芳
則

● 

S
41

正
田

　典
晟

廣
江

　邦
男

● 

S
42

黒
田
真
理
子

富
沢

　真
澄

● 

S
43

木
下

　照
江

中
山
紀
代
子

● 

S
44

磯

　
　
　志

清
川

　茂
子

猪
原

　
　悟

廣
川

　照
樹

● 

S
45

細
谷

　永
子

宮
本

　郁
子

池
田
由
紀
子

小
池

　秀
子

寄
國

　雅
子

寄
國

　
　聡

● 

S
48

森
山

　幸
代

● 

S
50

齊
藤

　
　実

土
田

　浩
司

成
澤

　勝
行

福
島

　博
行

● 

S
59

渡
辺

　義
門

● 

S
60

掛
谷

　一
夫

● 

H
14

植
村

　崇
由

マンドリン演奏に飛び入り参加

第30回 福山葦陽東京同窓会

県女校歌斉唱 葦陽校歌斉唱

48、50、59年卒

39、40、42年卒

45、60、H14年卒41、43、44年卒

36、38年卒

32、34年卒

ご来賓、19、20、23年卒

27、28、31、35年卒 24、25、26年卒

33、37年卒

村上副会長の乾杯 赤松同窓会会長

東京同窓会役員

小林校長福田東京事務所所長近畿支部宇田会長、前原さん
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江

　邦
男

● 

S
42

黒
田
真
理
子

富
沢

　真
澄

● 

S
43

木
下

　照
江

中
山
紀
代
子

● 

S
44

磯

　
　
　志

清
川

　茂
子

猪
原

　
　悟

廣
川

　照
樹

● 

S
45

細
谷

　永
子

宮
本

　郁
子

池
田
由
紀
子

小
池

　秀
子

寄
國

　雅
子

寄
國

　
　聡

● 

S
48

森
山

　幸
代

● 

S
50

齊
藤

　
　実

土
田

　浩
司

成
澤

　勝
行

福
島

　博
行

● 

S
59

渡
辺

　義
門

● 

S
60

掛
谷

　一
夫

● 

H
14

植
村

　崇
由

マンドリン演奏に飛び入り参加

第30回 福山葦陽東京同窓会

県女校歌斉唱 葦陽校歌斉唱

48、50、59年卒

39、40、42年卒

45、60、H14年卒41、43、44年卒

36、38年卒

32、34年卒

ご来賓、19、20、23年卒

27、28、31、35年卒 24、25、26年卒

33、37年卒

村上副会長の乾杯 赤松同窓会会長

東京同窓会役員

小林校長福田東京事務所所長近畿支部宇田会長、前原さん
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■
葦
陽
同
窓
生
の
み
ん
な
、
愛
し
合
っ
て
る
か
ぁ
い
？！ 

カ
ラ
オ
ケ
で
清

志
郎
を
よ
く
歌
う
、「
わ
ー
ち
」
こ
と
渡
辺
義
門
で
す
。
私
は
、
高
校
時

代
よ
り
20
㎏
成
長
し（
特
に
腹
周
り
）、
夏
の
日
差
し
を
地
肌
が
感
じ
る

よ
う
に
髪
型
は
変
わ
り
「
目
田
堀
育
夫
」
の
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
を
持
つ

52
歳
の
オ
ヤ
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
結
婚
し
て
20
年
、
一
女
一
男
の
家
族

４
人
で
神
奈
川
の
海
老
名
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
結
婚
前
は
扶
養
家
族

も
な
か
っ
た
の
で
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
競
馬
に
夢
中
で
、
競
走
馬
を
数
頭

一
口
馬
主
と
し
て
扶
養
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
馬
ま
で
養
う
余
裕
は

な
く
、
外
資
系
生
命
保
険
会
社
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

い
う
名
の
も
と
東
京
都
内
、
神
奈
川
県
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
「
子
育
診
断
士
」
の
資
格
を
取
っ
て
マ
マ
、
パ
パ
の
子
育
て

相
談
で
個
性
を
伸
ば
す
子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
、
夫
婦
仲

を
良
く
し
て
出
生
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
元
気
な
日
本
の
未
来
に
貢
献
し

て
い
ま
す（
笑
）。
笑
顔
と
感
謝
を
モ
ッ
ト
ー
に
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。
十
人
十
色
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方
、
意
思
決

定
、
行
動
の
仕
方
が
違
い
ま
す
。
特
に
子
供
の
場
合
大
人
（
親
）
が
そ

れ
を
理
解
し
な
い
と
個
性
が
生
か
さ
れ
て
育
ち
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
大
人

も
自
分
自
身
の
事
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
勉
強
や
活
動
を
通
じ

て
、
し
あ
わ
せ
に
過
ご
す
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
な
ど
身
近
な
人
と

良
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
な
ん
だ
か
ア
タ
リ

マ
エ
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

渡
辺
義
門
（
昭
和
59
年
卒
・
海
老
名
市
）

愛馬が優勝した時の口取り。東京競馬場愛馬が優勝した時の口取り。東京競馬場

■
還
暦
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
同
窓
会
か
ら
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。
途

絶
え
か
け
て
い
た
縁
、
薄
れ
か
け
て
い
た
絆
を
手
繰
り
寄
せ
て
大
勢
の

懐
か
し
い
顔
、
顔
、
顔
に
福
山
の
地
で
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
め
は
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
空
気
も
あ
っ
と
い
う
間
に
う
ち
解
け

て
、
正
に
同
期
の
な
せ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
、
時
空
を
超
え
た
感
が
あ

り
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
に
、
自
ら
の
60
代
を
想
像
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
、
そ
れ

が
今
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
の
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
驚
異
で
す
。
驚
異
の
60

代
を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

　
元
気
に
過
ご
し
て
は
い
る
の
で
す
が
健
康
診
断
で
、
僅
か
な
数
値
の

尖
が
り
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
耐
用
年
数
の
問
題
で

し
ょ
う
か
。

　
か
と
思
え
ば
妙
に
早
起
き
に
な
り
、
4
時
半
に
は
起
床
し
て
温
か
い

お
茶
を
飲
み
つ
つ
新
聞
の
小
説
、
テ
レ
ビ
欄
、
生
活
面
そ
し
て
一
面
へ
と

読
み
進
め
ま
す
。
隅
々
ま
で
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
投
稿
欄
は
面
白
い

で
す
、
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
も
の
だ
と
。
こ
の
早
朝
の
時
間
は
有
意

義
で
、
50
代
か
ら
始
め
た
「
短
歌
」
の
推
敲
な
ど
も
こ
の
時
間
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
65
歳
、
70
歳
と
自
分
が
ど
の
よ
う
な
感
慨
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る

の
か
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。
再
び
皆
様
方
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
ぞ
お
健
や
か
に
。

　
水
上
に
浮
く
ご
と
き
高
層
建
築
群
つ
ゆ
六
月
の
曇
天
の
も
と

森
山
幸
代（
旧
姓
安
道
）（
昭
和
48
年
卒
・
横
浜
市
） 横浜みなとみらい地区へ吟行横浜みなとみらい地区へ吟行

京
都
伏
見
稲
荷
大
社
に
て

京
都
伏
見
稲
荷
大
社
に
て

昭和
44年卒

昭和
48年卒

昭和
26年卒

■
「
演
劇
で
遊
び
ま
せ
ん
か
?
45
歳
以
上
の
人
」
20
年
前
の
チ
ラ
シ
の

呼
び
か
け
に
、
ア
ン
グ
ラ
の
帝
王
と
名
高
い
流
山
児
祥
の
元
で
芝
居
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
高
校
、
大
学
と
演
劇
部
に
籍
は

お
い
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
、
子
育
て
の
間
は
一
切
芝
居
と
は
無
縁
の
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
言
葉
遊
び
や
、
エ
チ
ュ
ー
ド
等
1
、
2
週
に

1
度
の
仲
間
と
の
語
ら
い
や
稽
古
は
本
当
に
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
テ

キ
ス
ト
を
決
め
、
台
詞
を
読
み
合
わ
せ
、
「
折
角
だ
か
ら
ア
ト
リ
エ
公

演
を
や
ら
な
い
か
?
」
と
演
出
家
の
勧
め
に
女
4
人
と
男
1
人
は
公
演

に
向
け
て
様
々
な
準
備
を
文
化
祭
の
ノ
リ
で
、
チ
ラ
シ
の
写
真
撮
影
、

印
刷
、
衣
装
決
め
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
、
管
理
等
を
こ
な
し
、
ス
タ
ッ
フ

は
事
務
所
の
若
手
劇
団
員
が
手
弁
当
で
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
。

趣
味
で
始
め
た
の
に
、
「
役
者
は
プ
ロ
扱
い
に
す
る
ぞ
。
金
を
取
る
ん

だ
か
ら
な
」
と
演
出
家
。
怒
ら
れ
た
り
、
お
だ
て
ら
れ
た
り
。
全
員
仕

事
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
稽
古
は
土
日
と
本
番
前
一
週
間
の
仕
事
終
わ

り
の
夜
。
稽
古
場
に
行
く
と
、
前
日
ま
で
は
何
も
な
か
っ
た
所
に
舞
台

と
息
使
い
ま
で
も
伝
わ
る
50
席
程
の
客
席
が
出
現
。
何
も
か
も
初
め
て

づ
く
し
の
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
、
第
1
回
の
公
演
か
ら
20
年
、
団
員
も

20
名
弱
に
増
え
、
お
客
様
も
1
2
0
0
名
程
が
毎
年
足
を
運
ん
で
下
さ

い
ま
す
。
そ
の
間
会
場
も
、
芝
居
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
下
北
沢
の
本
多
劇

場
や
ス
ズ
ナ
リ
、
座
・
高
円
寺
に
進
出
、
地
方
公
演
で
滋
賀
や
仙
台
、

カ
ナ
ダ
や
台
湾
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
、
当
然
平
均
年
齢
も
60

歳
を
超
え
て
、
台
詞
は
覚
え
に
く
く
な
り
、
ダ
ン
ス
は
身
体
が
動
か

ず
、
ト
ホ
ホ
状
態
な
の
で
す
が
、
見
に
来
て
下
さ
っ
た
お
客
様
か
ら
は

「
元
気
も
ら
っ
た
わ
!
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
!

20
年
前
か
ら
「
楽

塾
」
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
人
は
元
気
で
楽
し
い
も
の
を
見
る
と
、
元
気
で
楽

し
く
な
る
」
な
の
で
す
。
元
気
差
し
上
げ
ま
す
。

礒

　志（
旧
姓
三
谷
）（昭
和
44
年
卒
・
志
木
市
）

今年の公演「すももももももモモのうち」
前列↑が私

今年の公演「すももももももモモのうち」
前列↑が私

■
私
の
年
代
は
、
新
制
高
校
制

度
開
始
直
後
の
昭
和
24
年
の

学
区
制
に
よ
り
、
男
女
を
問
わ

ず
居
住
地
で
定
ま
る
高
校
へ

の
通
学
を
強
制
さ
れ
ま
し
た
。

名
門
校
の
名
は
消
さ
れ
、
東
・

南
等
の
名
に
な
り
ま
し
た
。

葦
陽
の
男
性
で
は
最
高
年
で

す
。
私
は
誠
之
館
に
残
り
、
多

く
の
友
と
離
れ
ま
し
た
が
、
高

３
の
１
年
間
を
県
女
か
ら
の

天
使
と
同
席
す
る
、
想
像
も
出

来
な
か
っ
た
恩
恵
に
浴
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
憧
れ
の
天
使
が
い

る
と
福
山
城
壁
か
ら
県
女
校
舎
を
見
下
ろ
す
だ
け
で
、
声
を
交
わ
す
事

も
無
か
っ
た
私
共
の
喜
び
が
如
何
ば
か
り
か
。
生
き
る
喜
び
を
教
え
て

く
れ
た
あ
の
１
年
間
の
楽
し
い
経
験
な
し
に
今
の
人
生
は
無
か
っ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
の
上
３
歳
間
隔
の
姉
５
名
皆
が
県
女
で
お
世
話

に
な
り
「
僕
も
大
き
く
な
っ
た
ら
県
女
に
行
く
」
と
言
い
「
紅
匂
う
」
と

歌
っ
て
い
た
私
に
は
県
女
へ
の
強
い
愛
着
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
共
、
血
を
分
け
た
葦
陽
・
誠
之
館
の
同
期
生
は
、
昭
和
60
年
に
合
同

で
東
京
同
期
会
を
結
成
し
毎
年
楽
し
く
交
友
を
深
め
て
い
ま
す
。
初
代

会
長
を
務
め
た
私
は
直
ぐ
に
海
外
勤
務
で
惜
し
く
も
交
代
し
ま
し
た
。

　
誠
之
館
で
同
席
の
天
使
の
一
人
、
川
原
（
旧
姓
中
野
）
絹
子
さ
ん
が
６

年
前
に
貴
東
京
同
総
会
で
歌
唱
発
表
し
た
時
、私
は
伴
奏
準
備
の
た
め
同

席
、
以
来
幸
い
に
も
毎
年
参
加
さ
せ
て
頂
き
、本
挨
拶
の
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。
昨
年
は
、
会
場
に
入
る
や
葦
陽
同
窓
会
作
品
展
の
写
真
、真
っ
先
に

姉（
秀
子
・
昭
和
22
年
卒
）の
水
墨
画
が
目
に
入
り
福
山
に
電
話
し
ま
し
た
。

　
私
は
情
報
通
信
の
国
際
標
準
化
に
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本

は
最
高
の
技
術
貢
献
を
し
な
が
ら
20
数
年
前
か
ら
海
外
市
場
を
総
て

失
っ
て
い
ま
す
。
島
国
感
覚
か
ら
抜
け
き
っ
て
い
な
か
っ
た
為
で
す
。

こ
の
点
で
、
両
校
の
前
・
現
校
長
共
に
「
国
際
化
し
た
世
界
で
他
の
国
々

と
共
に
我
が
国
を
発
展
さ
せ
て
行
け
る
人
材
の
育
成
」
を
目
指
し
て
お
ら

れ
、
さ
す
が
、
鎖
国
を
解
き
日
本
の
近
代
化
に
最
高
の
貢
献
を
な
し
た
阿

部
正
弘
公
の
指
導
に
基
礎
を
置
く
、
備
後
の
両
名
門
校
と
感
銘
し
ま
し

た
。
両
校
同
窓
生
の
交
流
を
深
め
、
皆
で
協
力
し
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

藤
井
拓
三

（
昭
和
25
年
誠
之
館
卒
・
狛
江
市
）

昭和
25年卒

昭和
59年卒

昨年、平成28年の総会にて。右から2番目が私

昭和
33年卒

今
年
で
20
年

「
楽
塾
」

座
・
高
円
寺
2

で
の
チ
ラ
シ

高齢卒業生の
遠い想い出と今の日々

青梅梅林散策

カザフスタン、レッド ヒル

■
私
が
葦
陽
高
校
（
当
時
、
南
高
校
）
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和
26
年
、
ま

さ
に
戦
中
・
戦
後
を
知
り
、
体
験
し
た
世
代
で
あ
る
。
物
不
足
・
空
襲

に
悩
ま
さ
れ
た
戦
中
か
ら
、
既
に
女
権
論
者
で
あ
っ
た
私
は
「
女
性
は

大
学
へ
も
行
け
な
い
。
将
来
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
時
折

考
え
込
ん
で
い
た
。
女
学
校
一
年
の
時
終
戦
、
学
制
改
革
で
や
が
て
戦

前
の
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た 

男
女
共
学
の
高
等
学
校
生
へ
。

そ
の
時
代
の
多
く
の
人
々
の
考
え
方
と
は
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
一
人
前
に
社
会
活
動
を
す
る
た
め
に
は
法
律
か
経
済
の
知
識
が
必

要
な
の
で
は
と
考
え
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
結
局
私
は
経
営
労
務
を
専
攻

し
、
70
歳
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
い
つ
の
頃
か
ら
か
私
は
趣
味
の
分
野
で
野
生
植
物
に
関
心

を
持
ち
、
時
間
が
あ
れ
ば
家
族
や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
花
を
求
め

て
野
山
を
歩
き
廻
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
退
職
後
に
も
と
て
も
よ
か
っ
た

と
満
足
し
て
い
る
。
定
年
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
分
を
投
入
で
き
る

も
の
な
ど
、
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
植
物
へ
の
関
心
の
お

か
げ
で
、
定
年
後
は
毎
年
一
回
く
ら
い
は
植
物
観
察
の
ツ
ア
ー
な
ど
に

参
加
し
て
海
外
に
も
出
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

「
レ
ッ
ド
・
ヒ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
丘
を
赤
く
覆
い
、
ま
た
残
雪
の
山
で
群

れ
て
咲
く
自
生
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
そ
こ
こ
こ
の
草
原
が
お
花
畑
と

な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
の
ク
レ
タ
島
な
ど
忘
れ
難
い
。
80
歳
を
過
ぎ
最

近
は
歩
き
に
く
く
な
っ
て
き
た
が
、
過
去
の
写
真
を
見
た
り
、
そ
れ
を

も
と
に
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
（
植
物
の
明
細
画
）
を
描
い
た
り
楽
し

み
が
続
く
今
日
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
平
和
で
こ
そ
で
き
る
日
々
、

今
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

山
岡
熙
子（
旧
姓
佐
藤
）（
昭
和
26
年
卒
・
日
野
市
）

～野生植物の趣味はよかった！～

健脚が私の自慢

誠之館OBより

フォークダンスの仲間たち。前列左端が私

韓国の友人と神代植物公園で。右が私

■
葦
陽
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
59
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
59
年
を

振
り
返
る
と
、
や
は
り
長
い
歳
月
が
過
ぎ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　
今
年
3
月
に
元
気
で
喜
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
に
思
い
ま

す
。
最
近
、
友
人
た
ち
に
「
油
井
さ
ん
は
元
気
ね
、
健
脚
ね
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
歩
く
こ
と
は
平
気
で
す
。
40
代
に
な
っ
て
子
育
て
が
楽
に
な
っ

た
頃
、
友
人
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
に
誘
わ
れ
、
毎
週
一
回
レ
ッ
ス

ン
で
踊
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
独
特
の
ス

テ
ッ
プ
や
タ
ー
ン
の
足
運
び
が
難
し
く
、
大
変
で
し
た
が
、
今
は
楽
し

く
踊
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
継
続
36
年
目
に
入
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
思

い
が
し
ま
す
。
春
は
障
害
を
持
つ
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
運
動
会
で
、
秋

に
は
地
域
ま
つ
り
で
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
私
達
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
は
、
東
欧
の
民
族
衣
装
で
と
て
も
ス
テ

キ
な
ん
で
す
よ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
の
仲
間
と
は
、
旅
行
を
し
た
り
、
食
事
会
を

し
た
り
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
毎
朝
近
く
の
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
に

参
加
し
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
も
健
脚
の
秘
訣
で
す
。
ラ

ジ
オ
体
操
で
町
内
に
親
し
い
人
が
増
え
、
日
常
生
活
が
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。
住
め
ば
都
と
言
い
ま
す
が
、
中
野
区
南
台
は
夫
の
生
ま
れ
た
土

地
で
、
有
名
な
神
田
川
が
近
く
を
流
れ
て
い
て
、
住
み
よ
い
所
で
す
。

娘
の
家
族
が
ス
ー
プ
が
冷
め
な
い
距
離
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
喜
寿
を
迎
え
て
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
覚
え
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

健
脚
を
保
つ
た
め
に
元
気
で
踊
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

油
井
寬
子（
旧
姓
大
元
）（
昭
和
33
年
卒
・
中
野
区
）

ひ
ろ

い
そ
　
　
　ちゆ
き

驚
異
の
60
代
邁
進
中

みんな、愛し合ってるかぁい？！

子
育
て
診
断
士
ア
ワ
ー
ド

Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
の
も
の
で
す
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■
葦
陽
同
窓
生
の
み
ん
な
、
愛
し
合
っ
て
る
か
ぁ
い
？！ 

カ
ラ
オ
ケ
で
清

志
郎
を
よ
く
歌
う
、「
わ
ー
ち
」
こ
と
渡
辺
義
門
で
す
。
私
は
、
高
校
時

代
よ
り
20
㎏
成
長
し（
特
に
腹
周
り
）、
夏
の
日
差
し
を
地
肌
が
感
じ
る

よ
う
に
髪
型
は
変
わ
り
「
目
田
堀
育
夫
」
の
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
を
持
つ

52
歳
の
オ
ヤ
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
結
婚
し
て
20
年
、
一
女
一
男
の
家
族

４
人
で
神
奈
川
の
海
老
名
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
結
婚
前
は
扶
養
家
族

も
な
か
っ
た
の
で
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
競
馬
に
夢
中
で
、
競
走
馬
を
数
頭

一
口
馬
主
と
し
て
扶
養
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
馬
ま
で
養
う
余
裕
は

な
く
、
外
資
系
生
命
保
険
会
社
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

い
う
名
の
も
と
東
京
都
内
、
神
奈
川
県
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
「
子
育
診
断
士
」
の
資
格
を
取
っ
て
マ
マ
、
パ
パ
の
子
育
て

相
談
で
個
性
を
伸
ば
す
子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
、
夫
婦
仲

を
良
く
し
て
出
生
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
元
気
な
日
本
の
未
来
に
貢
献
し

て
い
ま
す（
笑
）。
笑
顔
と
感
謝
を
モ
ッ
ト
ー
に
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。
十
人
十
色
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方
、
意
思
決

定
、
行
動
の
仕
方
が
違
い
ま
す
。
特
に
子
供
の
場
合
大
人
（
親
）
が
そ

れ
を
理
解
し
な
い
と
個
性
が
生
か
さ
れ
て
育
ち
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
大
人

も
自
分
自
身
の
事
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
勉
強
や
活
動
を
通
じ

て
、
し
あ
わ
せ
に
過
ご
す
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
な
ど
身
近
な
人
と

良
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
な
ん
だ
か
ア
タ
リ

マ
エ
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

渡
辺
義
門
（
昭
和
59
年
卒
・
海
老
名
市
）

愛馬が優勝した時の口取り。東京競馬場愛馬が優勝した時の口取り。東京競馬場

■
還
暦
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
同
窓
会
か
ら
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。
途

絶
え
か
け
て
い
た
縁
、
薄
れ
か
け
て
い
た
絆
を
手
繰
り
寄
せ
て
大
勢
の

懐
か
し
い
顔
、
顔
、
顔
に
福
山
の
地
で
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
め
は
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
空
気
も
あ
っ
と
い
う
間
に
う
ち
解
け

て
、
正
に
同
期
の
な
せ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
、
時
空
を
超
え
た
感
が
あ

り
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
に
、
自
ら
の
60
代
を
想
像
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
、
そ
れ

が
今
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
の
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
驚
異
で
す
。
驚
異
の
60

代
を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

　
元
気
に
過
ご
し
て
は
い
る
の
で
す
が
健
康
診
断
で
、
僅
か
な
数
値
の

尖
が
り
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
耐
用
年
数
の
問
題
で

し
ょ
う
か
。

　
か
と
思
え
ば
妙
に
早
起
き
に
な
り
、
4
時
半
に
は
起
床
し
て
温
か
い

お
茶
を
飲
み
つ
つ
新
聞
の
小
説
、
テ
レ
ビ
欄
、
生
活
面
そ
し
て
一
面
へ
と

読
み
進
め
ま
す
。
隅
々
ま
で
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
投
稿
欄
は
面
白
い

で
す
、
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
も
の
だ
と
。
こ
の
早
朝
の
時
間
は
有
意

義
で
、
50
代
か
ら
始
め
た
「
短
歌
」
の
推
敲
な
ど
も
こ
の
時
間
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
65
歳
、
70
歳
と
自
分
が
ど
の
よ
う
な
感
慨
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る

の
か
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。
再
び
皆
様
方
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
ぞ
お
健
や
か
に
。

　
水
上
に
浮
く
ご
と
き
高
層
建
築
群
つ
ゆ
六
月
の
曇
天
の
も
と

森
山
幸
代（
旧
姓
安
道
）（
昭
和
48
年
卒
・
横
浜
市
） 横浜みなとみらい地区へ吟行横浜みなとみらい地区へ吟行

京
都
伏
見
稲
荷
大
社
に
て

京
都
伏
見
稲
荷
大
社
に
て

昭和
44年卒

昭和
48年卒

昭和
26年卒

■
「
演
劇
で
遊
び
ま
せ
ん
か
?
45
歳
以
上
の
人
」
20
年
前
の
チ
ラ
シ
の

呼
び
か
け
に
、
ア
ン
グ
ラ
の
帝
王
と
名
高
い
流
山
児
祥
の
元
で
芝
居
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
高
校
、
大
学
と
演
劇
部
に
籍
は

お
い
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
、
子
育
て
の
間
は
一
切
芝
居
と
は
無
縁
の
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
言
葉
遊
び
や
、
エ
チ
ュ
ー
ド
等
1
、
2
週
に

1
度
の
仲
間
と
の
語
ら
い
や
稽
古
は
本
当
に
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
テ

キ
ス
ト
を
決
め
、
台
詞
を
読
み
合
わ
せ
、
「
折
角
だ
か
ら
ア
ト
リ
エ
公

演
を
や
ら
な
い
か
?
」
と
演
出
家
の
勧
め
に
女
4
人
と
男
1
人
は
公
演

に
向
け
て
様
々
な
準
備
を
文
化
祭
の
ノ
リ
で
、
チ
ラ
シ
の
写
真
撮
影
、

印
刷
、
衣
装
決
め
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
、
管
理
等
を
こ
な
し
、
ス
タ
ッ
フ

は
事
務
所
の
若
手
劇
団
員
が
手
弁
当
で
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
。

趣
味
で
始
め
た
の
に
、
「
役
者
は
プ
ロ
扱
い
に
す
る
ぞ
。
金
を
取
る
ん

だ
か
ら
な
」
と
演
出
家
。
怒
ら
れ
た
り
、
お
だ
て
ら
れ
た
り
。
全
員
仕

事
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
稽
古
は
土
日
と
本
番
前
一
週
間
の
仕
事
終
わ

り
の
夜
。
稽
古
場
に
行
く
と
、
前
日
ま
で
は
何
も
な
か
っ
た
所
に
舞
台

と
息
使
い
ま
で
も
伝
わ
る
50
席
程
の
客
席
が
出
現
。
何
も
か
も
初
め
て

づ
く
し
の
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
、
第
1
回
の
公
演
か
ら
20
年
、
団
員
も

20
名
弱
に
増
え
、
お
客
様
も
1
2
0
0
名
程
が
毎
年
足
を
運
ん
で
下
さ

い
ま
す
。
そ
の
間
会
場
も
、
芝
居
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
下
北
沢
の
本
多
劇

場
や
ス
ズ
ナ
リ
、
座
・
高
円
寺
に
進
出
、
地
方
公
演
で
滋
賀
や
仙
台
、

カ
ナ
ダ
や
台
湾
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
、
当
然
平
均
年
齢
も
60

歳
を
超
え
て
、
台
詞
は
覚
え
に
く
く
な
り
、
ダ
ン
ス
は
身
体
が
動
か

ず
、
ト
ホ
ホ
状
態
な
の
で
す
が
、
見
に
来
て
下
さ
っ
た
お
客
様
か
ら
は

「
元
気
も
ら
っ
た
わ
!
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
!

20
年
前
か
ら
「
楽

塾
」
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
人
は
元
気
で
楽
し
い
も
の
を
見
る
と
、
元
気
で
楽

し
く
な
る
」
な
の
で
す
。
元
気
差
し
上
げ
ま
す
。

礒

　志（
旧
姓
三
谷
）（昭
和
44
年
卒
・
志
木
市
）

今年の公演「すももももももモモのうち」
前列↑が私

今年の公演「すももももももモモのうち」
前列↑が私

■
私
の
年
代
は
、
新
制
高
校
制

度
開
始
直
後
の
昭
和
24
年
の

学
区
制
に
よ
り
、
男
女
を
問
わ

ず
居
住
地
で
定
ま
る
高
校
へ

の
通
学
を
強
制
さ
れ
ま
し
た
。

名
門
校
の
名
は
消
さ
れ
、
東
・

南
等
の
名
に
な
り
ま
し
た
。

葦
陽
の
男
性
で
は
最
高
年
で

す
。
私
は
誠
之
館
に
残
り
、
多

く
の
友
と
離
れ
ま
し
た
が
、
高

３
の
１
年
間
を
県
女
か
ら
の

天
使
と
同
席
す
る
、
想
像
も
出

来
な
か
っ
た
恩
恵
に
浴
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
憧
れ
の
天
使
が
い

る
と
福
山
城
壁
か
ら
県
女
校
舎
を
見
下
ろ
す
だ
け
で
、
声
を
交
わ
す
事

も
無
か
っ
た
私
共
の
喜
び
が
如
何
ば
か
り
か
。
生
き
る
喜
び
を
教
え
て

く
れ
た
あ
の
１
年
間
の
楽
し
い
経
験
な
し
に
今
の
人
生
は
無
か
っ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
の
上
３
歳
間
隔
の
姉
５
名
皆
が
県
女
で
お
世
話

に
な
り
「
僕
も
大
き
く
な
っ
た
ら
県
女
に
行
く
」
と
言
い
「
紅
匂
う
」
と

歌
っ
て
い
た
私
に
は
県
女
へ
の
強
い
愛
着
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
共
、
血
を
分
け
た
葦
陽
・
誠
之
館
の
同
期
生
は
、
昭
和
60
年
に
合
同

で
東
京
同
期
会
を
結
成
し
毎
年
楽
し
く
交
友
を
深
め
て
い
ま
す
。
初
代

会
長
を
務
め
た
私
は
直
ぐ
に
海
外
勤
務
で
惜
し
く
も
交
代
し
ま
し
た
。

　
誠
之
館
で
同
席
の
天
使
の
一
人
、
川
原
（
旧
姓
中
野
）
絹
子
さ
ん
が
６

年
前
に
貴
東
京
同
総
会
で
歌
唱
発
表
し
た
時
、私
は
伴
奏
準
備
の
た
め
同

席
、
以
来
幸
い
に
も
毎
年
参
加
さ
せ
て
頂
き
、本
挨
拶
の
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。
昨
年
は
、
会
場
に
入
る
や
葦
陽
同
窓
会
作
品
展
の
写
真
、真
っ
先
に

姉（
秀
子
・
昭
和
22
年
卒
）の
水
墨
画
が
目
に
入
り
福
山
に
電
話
し
ま
し
た
。

　
私
は
情
報
通
信
の
国
際
標
準
化
に
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本

は
最
高
の
技
術
貢
献
を
し
な
が
ら
20
数
年
前
か
ら
海
外
市
場
を
総
て

失
っ
て
い
ま
す
。
島
国
感
覚
か
ら
抜
け
き
っ
て
い
な
か
っ
た
為
で
す
。

こ
の
点
で
、
両
校
の
前
・
現
校
長
共
に
「
国
際
化
し
た
世
界
で
他
の
国
々

と
共
に
我
が
国
を
発
展
さ
せ
て
行
け
る
人
材
の
育
成
」
を
目
指
し
て
お
ら

れ
、
さ
す
が
、
鎖
国
を
解
き
日
本
の
近
代
化
に
最
高
の
貢
献
を
な
し
た
阿

部
正
弘
公
の
指
導
に
基
礎
を
置
く
、
備
後
の
両
名
門
校
と
感
銘
し
ま
し

た
。
両
校
同
窓
生
の
交
流
を
深
め
、
皆
で
協
力
し
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

藤
井
拓
三

（
昭
和
25
年
誠
之
館
卒
・
狛
江
市
）

昭和
25年卒

昭和
59年卒

昨年、平成28年の総会にて。右から2番目が私

昭和
33年卒

今
年
で
20
年

「
楽
塾
」

座
・
高
円
寺
2

で
の
チ
ラ
シ

高齢卒業生の
遠い想い出と今の日々

青梅梅林散策

カザフスタン、レッド ヒル

■
私
が
葦
陽
高
校
（
当
時
、
南
高
校
）
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和
26
年
、
ま

さ
に
戦
中
・
戦
後
を
知
り
、
体
験
し
た
世
代
で
あ
る
。
物
不
足
・
空
襲

に
悩
ま
さ
れ
た
戦
中
か
ら
、
既
に
女
権
論
者
で
あ
っ
た
私
は
「
女
性
は

大
学
へ
も
行
け
な
い
。
将
来
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
時
折

考
え
込
ん
で
い
た
。
女
学
校
一
年
の
時
終
戦
、
学
制
改
革
で
や
が
て
戦

前
の
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た 

男
女
共
学
の
高
等
学
校
生
へ
。

そ
の
時
代
の
多
く
の
人
々
の
考
え
方
と
は
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
一
人
前
に
社
会
活
動
を
す
る
た
め
に
は
法
律
か
経
済
の
知
識
が
必

要
な
の
で
は
と
考
え
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
結
局
私
は
経
営
労
務
を
専
攻

し
、
70
歳
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
い
つ
の
頃
か
ら
か
私
は
趣
味
の
分
野
で
野
生
植
物
に
関
心

を
持
ち
、
時
間
が
あ
れ
ば
家
族
や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
花
を
求
め

て
野
山
を
歩
き
廻
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
退
職
後
に
も
と
て
も
よ
か
っ
た

と
満
足
し
て
い
る
。
定
年
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
分
を
投
入
で
き
る

も
の
な
ど
、
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
植
物
へ
の
関
心
の
お

か
げ
で
、
定
年
後
は
毎
年
一
回
く
ら
い
は
植
物
観
察
の
ツ
ア
ー
な
ど
に

参
加
し
て
海
外
に
も
出
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

「
レ
ッ
ド
・
ヒ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
丘
を
赤
く
覆
い
、
ま
た
残
雪
の
山
で
群

れ
て
咲
く
自
生
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
そ
こ
こ
こ
の
草
原
が
お
花
畑
と

な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
の
ク
レ
タ
島
な
ど
忘
れ
難
い
。
80
歳
を
過
ぎ
最

近
は
歩
き
に
く
く
な
っ
て
き
た
が
、
過
去
の
写
真
を
見
た
り
、
そ
れ
を

も
と
に
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
（
植
物
の
明
細
画
）
を
描
い
た
り
楽
し

み
が
続
く
今
日
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
平
和
で
こ
そ
で
き
る
日
々
、

今
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

山
岡
熙
子（
旧
姓
佐
藤
）（
昭
和
26
年
卒
・
日
野
市
）

～野生植物の趣味はよかった！～

健脚が私の自慢

誠之館OBより

フォークダンスの仲間たち。前列左端が私

韓国の友人と神代植物公園で。右が私

■
葦
陽
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
59
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
59
年
を

振
り
返
る
と
、
や
は
り
長
い
歳
月
が
過
ぎ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　
今
年
3
月
に
元
気
で
喜
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
に
思
い
ま

す
。
最
近
、
友
人
た
ち
に
「
油
井
さ
ん
は
元
気
ね
、
健
脚
ね
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
歩
く
こ
と
は
平
気
で
す
。
40
代
に
な
っ
て
子
育
て
が
楽
に
な
っ

た
頃
、
友
人
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
に
誘
わ
れ
、
毎
週
一
回
レ
ッ
ス

ン
で
踊
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
独
特
の
ス

テ
ッ
プ
や
タ
ー
ン
の
足
運
び
が
難
し
く
、
大
変
で
し
た
が
、
今
は
楽
し

く
踊
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
継
続
36
年
目
に
入
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
思

い
が
し
ま
す
。
春
は
障
害
を
持
つ
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
運
動
会
で
、
秋

に
は
地
域
ま
つ
り
で
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
私
達
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
は
、
東
欧
の
民
族
衣
装
で
と
て
も
ス
テ

キ
な
ん
で
す
よ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
の
仲
間
と
は
、
旅
行
を
し
た
り
、
食
事
会
を

し
た
り
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
毎
朝
近
く
の
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
に

参
加
し
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
も
健
脚
の
秘
訣
で
す
。
ラ

ジ
オ
体
操
で
町
内
に
親
し
い
人
が
増
え
、
日
常
生
活
が
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。
住
め
ば
都
と
言
い
ま
す
が
、
中
野
区
南
台
は
夫
の
生
ま
れ
た
土

地
で
、
有
名
な
神
田
川
が
近
く
を
流
れ
て
い
て
、
住
み
よ
い
所
で
す
。

娘
の
家
族
が
ス
ー
プ
が
冷
め
な
い
距
離
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
喜
寿
を
迎
え
て
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
覚
え
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

健
脚
を
保
つ
た
め
に
元
気
で
踊
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

油
井
寬
子（
旧
姓
大
元
）（
昭
和
33
年
卒
・
中
野
区
）

ひ
ろ

い
そ
　
　
　ちゆ
き

驚
異
の
60
代
邁
進
中

みんな、愛し合ってるかぁい？！

子
育
て
診
断
士
ア
ワ
ー
ド

Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
の
も
の
で
す
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恩師
より
懐かしい恩師の当時の話をご紹介します。

パソコンで執筆中の小林達治先生

第35回卒業 昭和59年（1984年）創立100周年記念誌より

小林 達治先
生

こばやし　　　　　　　　　たつじ　

5

  ［国語 昭和35年～49年］
葦陽在籍18年

昭和50年 定時制教頭、
54年より県立学校校長（9年）

大久保晴登 先生

私もセンター試験数学の早朝補習で３年生を
鍛えています　

大久保晴登先生と宮 和子先生、桑田悌二先生

大久保 宏登現
教
頭

おおくぼ　　　　　　　　　　　ひろと　

山
城
公
園
の
西
側
、
福
山
美
術
館
に
通
ず
る
広
い
道
の
両
サ
イ
ド
、
東
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
公
園
に
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
誇
ら
し
げ
な
「
都
市
景
観
大
賞
」

の
小
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
西
の
県
立
歴
史
博
物
館
の
南
側
道
路
に
面
し
た
植
え

込
み
の
西
側
、
そ
こ
に
も
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
石
造
物
が
あ
る
。
そ
の
石
台
に
「
陽
の

誌
（
ひ
の
し
る
し
）」
と
し
て
刻
ま
れ
た
「
広
島
県
立
葦
陽
高
等
学
校
跡
地
」
と
記
さ

れ
た
碑
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
施
設
を
含
む
一
帯
は
福
山
文
化
ゾ
ー
ン
と
も
呼

ば
れ
ま
す
が
、
こ
れ
の
殆
ん
ど
が
「
母
校
葦
陽
」
だ
っ
た
の
で
す
。
見
出
し
の
題
で

そ
の
経
緯
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
い
て
、
母
校
へ
の
思
い
の
一
助
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
筆
を
執
っ
た
次
第
で
す
。

　
山
陽
新
幹
線
岡
山
〜
博
多
間
の
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
、
田
中
角
栄
内
閣
の
「
列

島
改
造
政
策
」
下
の
昭
和
47
年
で
し
た
。
在
来
線
は
高
架
化
さ
れ
、
踏
切
で
長
く
待

た
さ
れ
る
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ
た
代
わ
り
に
、
授
業
中
の
騒
音
が
妨
害
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
50
年
3
月
に
は
、
目
の
前
を
騒
音
を
発
し
た
山
陽
新
幹
線
が
開
通

し
ま
し
た
。
新
館
の
追
加
工
事
を
陳
情
し
ま
し
た
が
、
県
教
委
は
騒
音
対
策
な
ど

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
年
数
が
掛
か
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
誠
之

館
の
よ
う
に
広
い
敷
地
を
求
め
て
全
面
移
転
す
べ
き
で
は
な
い
か
…
、
私
は
丁
度

当
時
の
福
山
市
の
立
石
市
長

と
同
期
生
だ
っ
た
の
で
葦
陽

の
移
転
、
校
地
の
確
保
等
に
つ

い
て
相
談
に
行
っ
た
の
で
し

た
。
こ
こ
か
ら
秘
話
を
始
め

ま
す
。

　
立
石
市
長
は
大
賛
成
。
美

術
館
を
造
り
た
い
。
そ
れ
を

中
心
に
文
化
的
な
公
園
を
作

り
た
い
と
い
う
構
想
を
持
っ

て
、
移
転
用
地
の
確
保
を
斡
旋

す
る
旨
の
回
答
を
得
た
。
当

時
の
校
長
（
久
留
須
康
晴
）
に

報
告
し
、
積
極
的
な
全
面
移
転

の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
P
T
A
会
長
・

E
T
A
会
長
（
雇
用
主
と
学
校
〈
定
時
制
〉

の
会
）、
同
窓
会
、
学
校
）
に
よ
る
陳
情
活

動
で
あ
る
。
昭
和
48
年
11
月
末
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
移
転
先
の
確
保
で
あ
る
が
、

立
石
市
長
直
接
の
斡
旋
で
昭
和
47
年
3
月

設
立
認
可
の
予
定
の
城
北
土
地
整
理
組
合

（
久
松
台
）
の
事
業
計
画
に
高
等
学
校
移
転

の
用
地
1
万
5
千
坪
を
組
み
込
む
と
こ
ろ

ま
で
踏
み
込
ん
で
貰
っ
た
。
昭
和
50
年
に

は
学
校
用
地
の
全
容
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま

で
進
ん
で
い
た
。
私
は
こ
の
年
の
4
月
か

ら
昼
間
2
部
定
時
制
の
教
頭
に
転
属
、
移

転
へ
の
事
務
局
を
担
当
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
水
面
下
で
の
地
元
県
議
等
へ
の
校
長
の
理
解
工
作
を
経
て
、
昭
和

50
年
9
月
に
は
「
広
島
県
立
福
山
葦
陽
高
等
学
校
全
面
移
転
期
成
同
盟
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
会
長
゠
E
T
A
会
長
小
林
政
夫
商
工
会
議
所
会
頭
、
副
会
長

P
T
A
会
長
・
E
T
A
会
長
・
同
窓
会
長
・
学
校
（
事
務
局
担
当
）
で
構
成
し
、
顧

問
に
福
山
地
区
選
出
の
全
県
会
議
員
と
福
山
市
議
会
議
長
を
推
戴
す
る
と
い
う
強

力
な
組
織
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
早
速
、
請
願
書
を
作
成
し
県
当
局
に
提
出
し
た
。

　
請
願
書
の
提
出
後
は
、
県
教
委
施
設
課
を
中
心
に
県
当
局
の
視
察
等
の
前
向
き

な
対
応
、
立
石
市
長
と
小
林
会
頭
の
校
舎
跡
地
利
用
へ
の
度
々
の
対
県
折
衝
が
実

を
結
び
始
め
、
目
途
が
つ
い
た
時
期
に
私
は
転
勤
し
た
。
昭
和
53
年
3
月
で
あ
る
。

県
立
歴
史
博
物
館
の
資
料
に
よ
る
と
、①
昭
和
51
年
7
月
、
市
教
育
委
員
会
が
福
山

に
県
立
博
物
館
の
早
期
建
設
を
要
望
、②
昭
和
52
年
（
1
9
7
7
年
）
3
月
広
島
県

長
期
総
合
計
画
で
「
草
戸
千
軒
遺
跡
資
料
館
」
を
計
画
と
あ
る
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、孫
子
の
兵
法
に
言
う『
天
の
時
』・『
地
の
利
』・『
人
の
輪
』

が
一
体
と
な
っ
た
全
面
移
転
へ
の
取
組
み
で
し
た
。
久
松
台
の
校
舎
の
完
成
は
昭

和
58
年
4
月
で
す
。

　
ご
依
頼
を
頂
い
た
の
で
葦
陽
全
面
移
転
の
秘
話
と
し
て
こ
の
事
実
を
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
高
齢
、
当
年
と
っ
て
今
、
満
89
歳
で
す
。
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
、
ご
発
展
を
祈
り
上
げ
ま
す
。
　

福

「葦陽高校（全面移転）百年の大計が
福山文化ゾーン百年の大計を生む」
　─久松台への全面移転、校舎の跡地活用への 秘話 ─

和
６２
年
３
月
、父 

大
久
保
晴
登
は
福
山
葦
陽
高
等
学
校
を
退
職
し
ま
し
た
。

そ
し
て
３０
年
を
経
て
、
平
成
２７
年
に
私
は
葦
陽
高
校
に
勤
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
不
思
議
な
縁
を
感
じ
な
が
ら
、
暇
を
見
つ
け
て
は
父
の
足
跡
を
探
し

て
校
内
を
歩
き
、
所
縁
の
あ
る
方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
久
松
台
校
舎
は

校
長
と
し
て
勤
め
た
３
年
間
で
あ
り
校
長
会
長
と
し
て
の
業
績
や
苦
労
は
残
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
葦
陽
高
校
と
の
関
わ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
校
舎
に
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
父
は
、
昭
和
２３
年
に
広
島
県
立
福
山
高
等
女
学
校
に
教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
わ
ず
か
１
年
で
福
山
東
高
校
（
現 

誠
之
館
高
校
）
に
転
勤
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
１
年
間
で
私
の
母
を
教
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
父
か
ら
も
母
か
ら
も
当
時
の

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
女
と
葦
陽
の
存
在
は
私
の
中
で

は
大
切
な
も
の
に
思
え
て
い
ま
し
た
。
父
は
、
誠
之
館
に
１０
年
間
勤
め
た
あ
と
葦

陽
高
校
に
戻
り
、
そ
の
後
１７
年
間
を
教
諭
及
び
教
頭
と
し
て
勤
務
を
し
ま
し
た
。

教
諭
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
先
生
を
慕
う
生
徒
た
ち

に
囲
ま
れ
頼
ら
れ
る
こ
と
を
意
気
に
感
じ
て
仕
事
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
私
の

実
家
は
瀬
戸
町
に
あ
り
街
中
か
ら
は
随
分
離
れ
た
田
舎
で
し
た
が
、
葦
陽
高
校
の

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
が
家
に
来
て
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
が
小
学
校
の
こ
ろ
、
夏
休
み
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
葦
陽
高
校
の
プ
ー

ル
で
泳
い
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
プ
ー
ル
の
底
に
全
く
足
が
届
か
ず
大
量
の
水
を

飲
み
な
が
ら
も
が
い
て
い
る
横
で
悠
々
と
バ
タ
フ
ラ
イ
を
し
て
い
る
父
を
見
て
、

こ
の
人
と
だ
け
は
一
緒
に
遊
ぶ
ま
い
と
誓
っ
た
も
の
で
し
た
。
父
は
水
泳
部
や
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
何
度
か
お
邪
魔
し
た
こ

と
が
あ
り
、
部
員
の
お
姉
ち
ゃ
ん
に
手
を
引
か
れ
、
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
記
憶
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
心
に
、
葦
陽
生
は
す
ご
く
大
人
の
印
象
で
、

こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
を
教
え
て
い
る
父
は
偉
い
人
だ
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
教
諭
時
代
の
父
は
、
名
門
葦
陽
を
築
く
た
め
誠
之
館
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
を

合
言
葉
に
大
学
進
学
指
導
に
力
を
注
い
で
い
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
周
り
の
先
生

方
と
葦
陽
の
将
来
を
語
り
合
い
目
標
や
価
値
観
を
共
有
し
合
う
こ
と
で
、
教
員
仲

間
の
結
束
を
図
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
先
生
た
ち

と
よ
く
電
話
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
休
み
の
日
に
は
何
人
も
の
先
生
が

我
が
家
に
来
ら
れ
て
庭
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
数
学
の
阿
川
先
生

や
和
田
先
生
の
お
名
前
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
新
し
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
来
ら

れ
て
い
る
の
に
父
は
お
構
い
な
し
に「
こ
の
石
を
は
こ
ん
で
く
れ
ー
」と
頼
ん
で

い
ま
し
た
。
我
が
家
で
も
ワ
ン
マ
ン
で
し
た
が
、
外
で
も
同
じ
か
…
と
呆
れ
る
ば

か
り
。
母
が
い
つ
も
来
ら
れ
て
い
る
先
生
方
に「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」と
頭
を
さ

げ
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
職
に
な
っ
て
か
ら
の
父
は
、
他
団
体
の
教
育
へ
の
関
与
と
対
峙
す
る
中
で

苦
悩
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
教
師
仲
間
の
励
ま
し
を
得
て
、
信
念

を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
小
林
達
治
先
生
と
は
長
年
の
同
僚

と
し
て
、
県
東
部
の
教
育
の
正
常
化
の
た
め
に
闘
う
戦
友
と
し
て
の
強
い
絆
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
父
の
望
ん
だ
学
校
は「
教
師
が
常
に
研
鑽
を
積
み
生

徒
が
師
を
仰
い
で
つ
い
て
い
く
」と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
想
像
し
て
い
ま
す
。
か

つ
て
の
葦
陽
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

　
私
は
葦
陽
高
校
に
勤
め
る
前
に
５
年
間
、
広
島
皆
実
高
校
に
勤
務
を
し
て
い
ま

し
た
。
皆
実
高
校
の
前
身
は
県
女
、
男
子
の
国
泰
寺
中
と
肩
を
並
べ
る
存
在
で
し

た
。
私
は
皆
実
に
行
き
伝
統
校
の
価
値
と
使
命
を
痛
感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
や

は
り
歴
史
を
同
じ
く
す
る
葦
陽
と
誠
之
館
は
肩
を
並
べ
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。「
古
豪
復
活
」を
葦
陽
高
校
の
合
言
葉
に
し
て
。

　
予
測
不
可
能
な
未
来
を
た
く
ま
し
く
切
り
拓
い
て
い
く
力
の
育
成
に
向
け
て
教

育
界
は
大
き
く
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
葦
陽
高
校
は
、
勉
強
と
部
活
動

の
２
つ
の
目
標
を
持
っ
て
困
難
を
の
り
越
え
る
力
を
付
け
る
こ
と
（
文
武
両
道
）

を
目
指
し
て
取
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
制
服
の
着
こ
な
し
を
厳
し
く

迫
っ
て
お
り
、
女
子
生
徒
の
制
服
の
袖
ホ
ッ
ク
は
み
ん
な
き
ち
ん
と
止
ま
っ
た
状

態
で
す
。
葦
陽
に
通
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い「
葦
陽
生
だ
か
ら
き
っ
と
で

き
る
」と
い
う
効
力
感
を
持
た
せ
た
い
か
ら
で
す
。
最
近
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
に
は
次

の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
ま
し
た
。

　最
近
、生
徒
た
ち
の
所
作
が
大
人
っ
ぽ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。一
つ
は
制
服
の
着

こ
な
し
が
良
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。制
服
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ア（
学

生
と
い
う
社
会
的
立
場
を
表
す
服
）で
あ
り
、名
門
葦
陽
の
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
る
も
の
で
す
。こ
の
制
服
を
大
切
に
着
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
思
議
と
大
人
の

所
作
が
身
に
つ
い
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　大
人
の
所
作
が
身
に
つ
い
て
い
る
人
は
周
り
の
人
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に
な

り
ま
す
。頼
ら
れ
る
と
大
人
の
振
る
舞
い
で
応
え
よ
う
と
し
ま
す
。そ
し
て
さ
ら

に
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。大
人
の
生
徒
た
ち
が
増
え
つ
つ
あ
る
葦
陽
高
校
は
、

古
豪
復
活
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
縁
あ
る
葦
陽
高
校
で
仕
事
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
、
父
の
望
ん
だ
葦
陽
高
校
を

思
い
描
き
な
が
ら
…

昭

父の望んだ葦陽高校を
思い描きながら
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恩師
より
懐かしい恩師の当時の話をご紹介します。

パソコンで執筆中の小林達治先生

第35回卒業 昭和59年（1984年）創立100周年記念誌より

小林 達治先
生

こばやし　　　　　　　　　たつじ　

5

  ［国語 昭和35年～49年］
葦陽在籍18年

昭和50年 定時制教頭、
54年より県立学校校長（9年）

大久保晴登 先生

私もセンター試験数学の早朝補習で３年生を
鍛えています　

大久保晴登先生と宮 和子先生、桑田悌二先生

大久保 宏登現
教
頭

おおくぼ　　　　　　　　　　　ひろと　

山
城
公
園
の
西
側
、
福
山
美
術
館
に
通
ず
る
広
い
道
の
両
サ
イ
ド
、
東
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
公
園
に
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
誇
ら
し
げ
な
「
都
市
景
観
大
賞
」

の
小
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
西
の
県
立
歴
史
博
物
館
の
南
側
道
路
に
面
し
た
植
え

込
み
の
西
側
、
そ
こ
に
も
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
石
造
物
が
あ
る
。
そ
の
石
台
に
「
陽
の

誌
（
ひ
の
し
る
し
）」
と
し
て
刻
ま
れ
た
「
広
島
県
立
葦
陽
高
等
学
校
跡
地
」
と
記
さ

れ
た
碑
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
施
設
を
含
む
一
帯
は
福
山
文
化
ゾ
ー
ン
と
も
呼

ば
れ
ま
す
が
、
こ
れ
の
殆
ん
ど
が
「
母
校
葦
陽
」
だ
っ
た
の
で
す
。
見
出
し
の
題
で

そ
の
経
緯
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
い
て
、
母
校
へ
の
思
い
の
一
助
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
筆
を
執
っ
た
次
第
で
す
。

　
山
陽
新
幹
線
岡
山
〜
博
多
間
の
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
、
田
中
角
栄
内
閣
の
「
列

島
改
造
政
策
」
下
の
昭
和
47
年
で
し
た
。
在
来
線
は
高
架
化
さ
れ
、
踏
切
で
長
く
待

た
さ
れ
る
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ
た
代
わ
り
に
、
授
業
中
の
騒
音
が
妨
害
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
50
年
3
月
に
は
、
目
の
前
を
騒
音
を
発
し
た
山
陽
新
幹
線
が
開
通

し
ま
し
た
。
新
館
の
追
加
工
事
を
陳
情
し
ま
し
た
が
、
県
教
委
は
騒
音
対
策
な
ど

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
年
数
が
掛
か
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
誠
之

館
の
よ
う
に
広
い
敷
地
を
求
め
て
全
面
移
転
す
べ
き
で
は
な
い
か
…
、
私
は
丁
度

当
時
の
福
山
市
の
立
石
市
長

と
同
期
生
だ
っ
た
の
で
葦
陽

の
移
転
、
校
地
の
確
保
等
に
つ

い
て
相
談
に
行
っ
た
の
で
し

た
。
こ
こ
か
ら
秘
話
を
始
め

ま
す
。

　
立
石
市
長
は
大
賛
成
。
美

術
館
を
造
り
た
い
。
そ
れ
を

中
心
に
文
化
的
な
公
園
を
作

り
た
い
と
い
う
構
想
を
持
っ

て
、
移
転
用
地
の
確
保
を
斡
旋

す
る
旨
の
回
答
を
得
た
。
当

時
の
校
長
（
久
留
須
康
晴
）
に

報
告
し
、
積
極
的
な
全
面
移
転

の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
P
T
A
会
長
・

E
T
A
会
長
（
雇
用
主
と
学
校
〈
定
時
制
〉

の
会
）、
同
窓
会
、
学
校
）
に
よ
る
陳
情
活

動
で
あ
る
。
昭
和
48
年
11
月
末
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
移
転
先
の
確
保
で
あ
る
が
、

立
石
市
長
直
接
の
斡
旋
で
昭
和
47
年
3
月

設
立
認
可
の
予
定
の
城
北
土
地
整
理
組
合

（
久
松
台
）
の
事
業
計
画
に
高
等
学
校
移
転

の
用
地
1
万
5
千
坪
を
組
み
込
む
と
こ
ろ

ま
で
踏
み
込
ん
で
貰
っ
た
。
昭
和
50
年
に

は
学
校
用
地
の
全
容
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま

で
進
ん
で
い
た
。
私
は
こ
の
年
の
4
月
か

ら
昼
間
2
部
定
時
制
の
教
頭
に
転
属
、
移

転
へ
の
事
務
局
を
担
当
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
水
面
下
で
の
地
元
県
議
等
へ
の
校
長
の
理
解
工
作
を
経
て
、
昭
和

50
年
9
月
に
は
「
広
島
県
立
福
山
葦
陽
高
等
学
校
全
面
移
転
期
成
同
盟
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
会
長
゠
E
T
A
会
長
小
林
政
夫
商
工
会
議
所
会
頭
、
副
会
長

P
T
A
会
長
・
E
T
A
会
長
・
同
窓
会
長
・
学
校
（
事
務
局
担
当
）
で
構
成
し
、
顧

問
に
福
山
地
区
選
出
の
全
県
会
議
員
と
福
山
市
議
会
議
長
を
推
戴
す
る
と
い
う
強

力
な
組
織
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
早
速
、
請
願
書
を
作
成
し
県
当
局
に
提
出
し
た
。

　
請
願
書
の
提
出
後
は
、
県
教
委
施
設
課
を
中
心
に
県
当
局
の
視
察
等
の
前
向
き

な
対
応
、
立
石
市
長
と
小
林
会
頭
の
校
舎
跡
地
利
用
へ
の
度
々
の
対
県
折
衝
が
実

を
結
び
始
め
、
目
途
が
つ
い
た
時
期
に
私
は
転
勤
し
た
。
昭
和
53
年
3
月
で
あ
る
。

県
立
歴
史
博
物
館
の
資
料
に
よ
る
と
、①
昭
和
51
年
7
月
、
市
教
育
委
員
会
が
福
山

に
県
立
博
物
館
の
早
期
建
設
を
要
望
、②
昭
和
52
年
（
1
9
7
7
年
）
3
月
広
島
県

長
期
総
合
計
画
で
「
草
戸
千
軒
遺
跡
資
料
館
」
を
計
画
と
あ
る
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、孫
子
の
兵
法
に
言
う『
天
の
時
』・『
地
の
利
』・『
人
の
輪
』

が
一
体
と
な
っ
た
全
面
移
転
へ
の
取
組
み
で
し
た
。
久
松
台
の
校
舎
の
完
成
は
昭

和
58
年
4
月
で
す
。

　
ご
依
頼
を
頂
い
た
の
で
葦
陽
全
面
移
転
の
秘
話
と
し
て
こ
の
事
実
を
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
高
齢
、
当
年
と
っ
て
今
、
満
89
歳
で
す
。
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
、
ご
発
展
を
祈
り
上
げ
ま
す
。
　

福

「葦陽高校（全面移転）百年の大計が
福山文化ゾーン百年の大計を生む」
　─久松台への全面移転、校舎の跡地活用への 秘話 ─

和
６２
年
３
月
、父 

大
久
保
晴
登
は
福
山
葦
陽
高
等
学
校
を
退
職
し
ま
し
た
。

そ
し
て
３０
年
を
経
て
、
平
成
２７
年
に
私
は
葦
陽
高
校
に
勤
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
不
思
議
な
縁
を
感
じ
な
が
ら
、
暇
を
見
つ
け
て
は
父
の
足
跡
を
探
し

て
校
内
を
歩
き
、
所
縁
の
あ
る
方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
久
松
台
校
舎
は

校
長
と
し
て
勤
め
た
３
年
間
で
あ
り
校
長
会
長
と
し
て
の
業
績
や
苦
労
は
残
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
葦
陽
高
校
と
の
関
わ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
校
舎
に
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
父
は
、
昭
和
２３
年
に
広
島
県
立
福
山
高
等
女
学
校
に
教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
わ
ず
か
１
年
で
福
山
東
高
校
（
現 

誠
之
館
高
校
）
に
転
勤
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
１
年
間
で
私
の
母
を
教
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
父
か
ら
も
母
か
ら
も
当
時
の

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
女
と
葦
陽
の
存
在
は
私
の
中
で

は
大
切
な
も
の
に
思
え
て
い
ま
し
た
。
父
は
、
誠
之
館
に
１０
年
間
勤
め
た
あ
と
葦

陽
高
校
に
戻
り
、
そ
の
後
１７
年
間
を
教
諭
及
び
教
頭
と
し
て
勤
務
を
し
ま
し
た
。

教
諭
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
先
生
を
慕
う
生
徒
た
ち

に
囲
ま
れ
頼
ら
れ
る
こ
と
を
意
気
に
感
じ
て
仕
事
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
私
の

実
家
は
瀬
戸
町
に
あ
り
街
中
か
ら
は
随
分
離
れ
た
田
舎
で
し
た
が
、
葦
陽
高
校
の

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
が
家
に
来
て
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
が
小
学
校
の
こ
ろ
、
夏
休
み
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
葦
陽
高
校
の
プ
ー

ル
で
泳
い
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
プ
ー
ル
の
底
に
全
く
足
が
届
か
ず
大
量
の
水
を

飲
み
な
が
ら
も
が
い
て
い
る
横
で
悠
々
と
バ
タ
フ
ラ
イ
を
し
て
い
る
父
を
見
て
、

こ
の
人
と
だ
け
は
一
緒
に
遊
ぶ
ま
い
と
誓
っ
た
も
の
で
し
た
。
父
は
水
泳
部
や
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
何
度
か
お
邪
魔
し
た
こ

と
が
あ
り
、
部
員
の
お
姉
ち
ゃ
ん
に
手
を
引
か
れ
、
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
記
憶
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
心
に
、
葦
陽
生
は
す
ご
く
大
人
の
印
象
で
、

こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
を
教
え
て
い
る
父
は
偉
い
人
だ
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
教
諭
時
代
の
父
は
、
名
門
葦
陽
を
築
く
た
め
誠
之
館
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
を

合
言
葉
に
大
学
進
学
指
導
に
力
を
注
い
で
い
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
周
り
の
先
生

方
と
葦
陽
の
将
来
を
語
り
合
い
目
標
や
価
値
観
を
共
有
し
合
う
こ
と
で
、
教
員
仲

間
の
結
束
を
図
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
先
生
た
ち

と
よ
く
電
話
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
休
み
の
日
に
は
何
人
も
の
先
生
が

我
が
家
に
来
ら
れ
て
庭
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
数
学
の
阿
川
先
生

や
和
田
先
生
の
お
名
前
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
新
し
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
来
ら

れ
て
い
る
の
に
父
は
お
構
い
な
し
に「
こ
の
石
を
は
こ
ん
で
く
れ
ー
」と
頼
ん
で

い
ま
し
た
。
我
が
家
で
も
ワ
ン
マ
ン
で
し
た
が
、
外
で
も
同
じ
か
…
と
呆
れ
る
ば

か
り
。
母
が
い
つ
も
来
ら
れ
て
い
る
先
生
方
に「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」と
頭
を
さ

げ
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
職
に
な
っ
て
か
ら
の
父
は
、
他
団
体
の
教
育
へ
の
関
与
と
対
峙
す
る
中
で

苦
悩
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
教
師
仲
間
の
励
ま
し
を
得
て
、
信
念

を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
小
林
達
治
先
生
と
は
長
年
の
同
僚

と
し
て
、
県
東
部
の
教
育
の
正
常
化
の
た
め
に
闘
う
戦
友
と
し
て
の
強
い
絆
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
父
の
望
ん
だ
学
校
は「
教
師
が
常
に
研
鑽
を
積
み
生

徒
が
師
を
仰
い
で
つ
い
て
い
く
」と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
想
像
し
て
い
ま
す
。
か

つ
て
の
葦
陽
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

　
私
は
葦
陽
高
校
に
勤
め
る
前
に
５
年
間
、
広
島
皆
実
高
校
に
勤
務
を
し
て
い
ま

し
た
。
皆
実
高
校
の
前
身
は
県
女
、
男
子
の
国
泰
寺
中
と
肩
を
並
べ
る
存
在
で
し

た
。
私
は
皆
実
に
行
き
伝
統
校
の
価
値
と
使
命
を
痛
感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
や

は
り
歴
史
を
同
じ
く
す
る
葦
陽
と
誠
之
館
は
肩
を
並
べ
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。「
古
豪
復
活
」を
葦
陽
高
校
の
合
言
葉
に
し
て
。

　
予
測
不
可
能
な
未
来
を
た
く
ま
し
く
切
り
拓
い
て
い
く
力
の
育
成
に
向
け
て
教

育
界
は
大
き
く
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
葦
陽
高
校
は
、
勉
強
と
部
活
動

の
２
つ
の
目
標
を
持
っ
て
困
難
を
の
り
越
え
る
力
を
付
け
る
こ
と
（
文
武
両
道
）

を
目
指
し
て
取
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
制
服
の
着
こ
な
し
を
厳
し
く

迫
っ
て
お
り
、
女
子
生
徒
の
制
服
の
袖
ホ
ッ
ク
は
み
ん
な
き
ち
ん
と
止
ま
っ
た
状

態
で
す
。
葦
陽
に
通
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い「
葦
陽
生
だ
か
ら
き
っ
と
で

き
る
」と
い
う
効
力
感
を
持
た
せ
た
い
か
ら
で
す
。
最
近
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
に
は
次

の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
ま
し
た
。

　最
近
、生
徒
た
ち
の
所
作
が
大
人
っ
ぽ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。一
つ
は
制
服
の
着

こ
な
し
が
良
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。制
服
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ア（
学

生
と
い
う
社
会
的
立
場
を
表
す
服
）で
あ
り
、名
門
葦
陽
の
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
る
も
の
で
す
。こ
の
制
服
を
大
切
に
着
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
思
議
と
大
人
の

所
作
が
身
に
つ
い
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　大
人
の
所
作
が
身
に
つ
い
て
い
る
人
は
周
り
の
人
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に
な

り
ま
す
。頼
ら
れ
る
と
大
人
の
振
る
舞
い
で
応
え
よ
う
と
し
ま
す
。そ
し
て
さ
ら

に
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。大
人
の
生
徒
た
ち
が
増
え
つ
つ
あ
る
葦
陽
高
校
は
、

古
豪
復
活
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
縁
あ
る
葦
陽
高
校
で
仕
事
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
、
父
の
望
ん
だ
葦
陽
高
校
を

思
い
描
き
な
が
ら
…

昭

父の望んだ葦陽高校を
思い描きながら
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　現状維持は後退と考え、自分の進路実現に向けて「一歩前へ」踏み出す
ことを生徒に訴えています。「地域から愛され信頼される学校づくり」、
「福山葦陽高校で学んでよかったと心から思える学校」の実現のため、
『チーム葦陽』スクラムを組んで、全力で努力してまいります。
　本年度から、目指す生徒像として「変化の激しい社会をたくましく生き
るための社会人基礎力を身に付けた生徒」を掲げ、そのために様々な取組
を進めています。本校に対して、皆様の一層の御理解と御支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

１/ 研修修学旅行 平成28年10月４日（火）～７日（金）
　東京への研修修学旅行では、総合的な学習の時間「リードプラン」の活動の一環として、グループに分かれての企業訪問を行っていま
す。事前の探究活動とあわせて、実際の企業活動を見学・体験することで、職業意識の涵養と高い進路目標の育成へとつなげています。
　研修修学旅行での東京同窓会の方 と々の交流も４回目となりました。本校の先輩として東京で活躍されてきた方々の体験談を聞きなが
らの食事を楽しみにしています。今後ともどうぞよろしくお願い致します。

２/ 姉妹校との交流
　ワイパフ高校とは、平成25年10月２日に姉妹校締結をし、翌年から継続して相互交流を実施しています。本年度も６月にワイパフ高校

（アメリカ合衆国ハワイ州）から６人の生徒と２人の先生を迎え、全校挙げての国際交流を行いました。６人の生徒は、６月３日（土）～18日
（日）の２週間、本校生徒宅にホームステイをしながら、授業参加・部活動体験・近隣小学校への訪問など幅広い交流を行いました。
　本年度は、生徒間の交流を一層促進させるために、ワイパフ高校の生徒がペアで１、２年生の全クラスを訪問し、そこで共に一日過ごす
交流形態を取りました。この交流を通して、両校の生徒間でのつながりをより深めることができました。

　また、初めての取組として、ワイパフ高校の生徒
が講師となり、全生徒を対象に国際理解教育講演
会を実施してもらいました。ハワイの自然・文化・学
校紹介等の内容でプレゼンテーションを行ってもら
いました。ただ聞くだけではなく、クイズ形式を取り
入れることで、講演内容の理解と他国の文化や習慣
に対する関心・意欲・態度の向上に役立てることが
できました。講演とあわせて、フラダンスとチアリー
ディングも実演してもらいました。
　来年２月には、本校から５名の生徒を選考し、ワ
イパフ高校に派遣する予定です。本校の生徒もワイ
パフ高校の生徒宅にホームステイをしながら、約２
週間に渡って英語オンリーでの授業を受講します。
その他にも、地元の小学校を訪問しての小学生と
の交流、パール・ハーバーを訪問しての歴史学習な
ど多彩なプログラムを通して、異文化理解と英語に
よるコミュニケーション能力の向上を目指します。

３/ 体育祭
　例年９月末に、各学年を縦割りにした赤
青黄緑の４チームを編成し、全校挙げた体
育祭を開催しています。各種目でお互いに
競い合い、青春の汗を流します。また、
チームごとに応援団を結成し、エールの交
換によって体育祭を盛り上げています。
年々、応援に駆け付けてくれる保護者の数
も増え、賑やかな体育祭となっています。

４/ １学年ふれあい
  　 学習合宿
　例年４月入学当初に、沼隈にあるツネイ
シしまなみビレッジで実施しています。葦
陽高校の生徒としての自覚を高め、集団生
活における規律を身につけるとともに、高
校生活の基盤となる学習方法や考え方な
どを身に付けます。また、この合宿を通し
て同級生との親交を深めています。

５/ 部活動状況
《平成28年度の戦績》
　◆ サッカー部　
平成28年度広島県高等学校サッカー新人大会　3位
　◆ テニス部　
第68回広島県高等学校総合体育大会（テニス競技）
　女子団体　３位
第55回中国高等学校テニス選手権大会　
　女子団体　ベスト16
　◆ 卓球部
第62回中国高等学校卓球選手権大会　
　女子個人戦１名出場
　◆ 水泳部　
平成28年度全国高等学校総合体育大会水泳競技大会
 （競泳）4名出場・（飛込）２名出場

One step forward

葦陽高校
より
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One step forward

葦陽高校
より



10 9

来
年
の
総
会
に
向
け
て

る
６
月
１８（
日
）、福
山
ニュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て
葦
陽
高
校
同
窓
会
総
会
・
懇
親

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。当
番
学
年
の
み
な
さ

ん
の
一
生
懸
命
な
言
動
が
、我
々
の
来
年
度
へ
の
想

い
を
更
に
高
め
て
行
く
に
は
十
分
で
し
た
。議
長
の

威
厳
の
あ
る
総
会
、優
し
い
笑
顔
の
吉
川
美
代
子
さ

ん
の
講
演
、そ
し
て
葦
陽
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
は
我
々
の
年
代
を
思
っ
て
か
？
演
歌
調
の
演
奏
。

大
島
喜
多
流
に
よ
る
荘
厳
な
能
。葦
陽
高
校
在
校

生「
な
つ
ほ
の
」に
よ
る
パ
ワ
フ
ル
な
ダ
ン
ス
と
歌
。最

後
は
、芸
能
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生「
杉
原
杏
璃
」

さ
ん
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
。盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に

あ
っ
と
い
う
間
の
懇
親
会
で
し
た
。

　
校
歌
を
み
ん
な
で
何
十
年
ぶ
り
に
斉
唱
し
た
時
に

は
、自
分
に
帰
る
と
こ
ろ
が
あ
る
事
の
喜
び
を
実
感

で
き
ま
し
た
。最
後
は
、横
藤
田
実
行
委
員
長
の
ご

好
意
に
よ
り
、舞
台
上
で
当
番
学
年
の
引
き
継
ぎ
式

を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
タ
ス
キ
を
無
事
引
き
継
ぎ
、皆
さ

ん
に
ご
挨
拶
。当
日
出
席
し
て
頂
い
た
同
窓
生
に
来

年
も
来
て
頂
け
る
よ
う
に
お
願
い
を
し
、我
々
が
お
世

話
に
な
っ
た
恩
師
に
大
勢
来
て
頂
く
よ
う
皆
さ
ん
に

お
約
束
を
し
て
降
壇
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
日
程
を
言
い
忘
れ
、再
度
マ
イ
ク
を
取
り

に
行
く
と
い
う
失
態
も
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
大
役

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。来
年
の
同
窓
会
の

日
程
は
、６
月
１０
日（
日
）。多
く
の
方
と
再
会
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。来
年
も
今
年
度

同
様
、ご
指
導
、ご
鞭
撻
、ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

本部総会

写真提供：2017福山葦陽同窓会実行委員

去 平
成
29
年
度
同
窓
会

総
会
を
終
え
て

る
６
月
18
日
、29
年
度
総
会
を
東
京
よ
り
來

山
支
部
長
の
ご
臨
席
も
賜
り
、無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
、こ
う
し
て
報
告
文
を
書
か

せ
て
頂
き
な
が
ら
、実
行
委
員
長
を
拝
命
し
て
こ
の

一
年
、多
く
の
事
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。広
告
募
集

活
動
で
は
、多
く
の
方
と
出
会
い
、お
話
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。初
対
面
の
方
、全
く
本
校
と
は
無
縁
の

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、そ
の
大
多
数
の
方
が
、本
同

窓
会
の
大
変
な
る
良
き
理
解
者
で
あ
り
協
力
者
で

し
た
。こ
れ
も
毎
年
、本
同
窓
会
を
継
続
し
て
開
催

さ
れ
続
け
ら
れ
る
先
輩
諸
兄
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、そ
し
て
ご
卒
業
後
に
社
会
人
と
し
て
、各
方
面
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
ご
功
績
の
証
で
あ
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。本
校
は
１１１
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
有

し
ま
す
。当
番
学
年
は
、こ
の
重
き
遺
産
を
引
き
継

ぎ
、次
年
度
に
受
け
渡
す
と
い
う
大
役
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
無
事
開
催
し
終
え
た
事
は
、当
番
学
年
と
し

て
、こ
の
お
役
目
の
一
助
を
果
た
せ
た
も
の
と
、嬉
し

く
ま
た
光
栄
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
の
開
催
内
容
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま

す
と
、元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
吉
川
美
代
子
氏
を

お
招
き
し「
愛
さ
れ
る
生
き
方
、話
し
方
で
幸
せ
に
な

れ
る
」と
題
し
て
心
温
ま
る
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は「
同
窓
生
を
応
援
し
よ
う
」を
テ
ー
マ

に
、平
成
８
年
卒 

能
楽
師
大
島
文
恵
さ
ん
の
能
囃

子
で
始
ま
り
、在
校
生
の
姉
妹
デ
ゥ
オ「
な
つ
ほ
の
」

の
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
、テ
レ
ビ
映
画
と
大
活
躍
の
杉
原

杏
璃
さ
ん
に
同
窓
生
と
し
て
参
加
頂
き
、ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
行
い
、華
や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。こ

う
し
た
同
窓
生
の
活
躍
を
間
近
に
ご
覧
頂
き
、大
変

に
盛
り
上
が
っ
た
懇
親
会
で
し
た
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、本
同
窓
会
開
催
に
際
し
、

お
力
添
え
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、

ま
た
福
山
葦
陽
同
窓
会
東
京
支
部
の
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

去

　

Report 2017 6.18

次回実行委員長
昭和56年卒　
　井上　亮

実行委員長
昭和55年卒　
　横藤田　晋

【百花繚乱】 同窓生 を応援しよう!ひゃっかりょうらん

当番幹事（昭和55年卒、60年卒、平成6年卒、16年卒、23年卒） 来年の当番幹事の意気込み ※出席したのに写真がない方々、一緒に写ったはずなのにカットされている方々、誌面の関係でスミマセン… 来年は皆さん掲載致しますので、是非ご出席下さい。

杉原杏璃さん

「なつほの」柿原奈津美さん、穂乃佳さん 大島文恵さん

乾杯は恩師川﨑雅俊先生 恒例のブラスバンド演奏 総会風景來山征士東京支部長

記念講演 吉川美代子さん

平成29年度
同窓会総会冊子
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文京区西片にある「誠之舎」。福山にゆかりのある120年以上続く学生
寮を舎生だった植村崇由さん（平成14年卒）が訪ね、占部啓介舎監に
お話を伺いました。

元祖カープ女子の奥様と観戦。 2017年7月1日（MAZDA Zoom-Zoom スタジアム広島）

v i s i t ─ s e i s h i s y a

　
平
成
28
年
は
福
山
葦
陽
高
校
創
立
１
１
０
周
年
、福

山
市
市
制
１
０
０
周
年
、更
に
広
島
カ
ー
プ
が
25
年
ぶ
り

の
リ
ー
グ
優
勝
で
３
０
０
億
円
の
経
済
効
果
で
花
を
添

え
た
記
念
の
年
と
な
っ
た
。

　
９
月
10
日
の
監
督
以
下
の
胴
上
げ
シ
ー
ン
は
福
山
市

制
１
０
０
周
年
レ
プ
リ
カ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
観
戦
し
た
。カ
ー

プ
の
公
式
戦
を
観
戦
し
た
の
は
、セ
リ
ー
グ
加
盟
８
球
団

結
成
の
昭
和
25
年
３
月
、球
場
は「
福
山
三
菱
グ
ラ
ン

ド
」で
あ
る
。球
団
は
親
会
社
を
持
た
な
い
唯
一
の
市
民

球
団
で
、昭
和
32
年
広
島
市
民
球
場
の
完
成
ま
で
、広

島
総
合
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
、従
っ
て
他
球
団
の
球
場
又
は

全
国
各
地
の
球
場
を
転
戦
し
て
い
た
。

　
福
山
市
民
球
場
は
昭
和
26
年
第
６
回
国
体
球
場
と

し
て
未
完
成
の
た
め
そ
れ
ま
で
は
旧
三
菱
グ
ラ
ン
ド
や
尾

道
北
高
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
。当
時
の
グ
ラ
ン
ド
は
フ
ェ
ン

ス
や
観
客
席
の
設
備
も
な
く
、内
野
外
野
は
ロ
ー
プ
で
仕

切
っ
て
観
客
を
入
場
さ
せ
た
が
試
合
中
に
ロ
ー
プ
が
移
動

し
、当
時
77
m
の
外
野
ま
で
の
距
離
が
短
く
な
っ
た
と
の

こ
と
。当
時
の
硬
式
ボ
ー
ル
は
飛
ば
な
か
っ
た
の
で
カ
ー
プ

選
手
は
開
幕
５
試
合
目
で
白
石
勝
巳
選
手（
二
代
監
督
）

が
福
山
で
初
め
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
記
録
し
た
。

　
リ
ー
グ
開
幕
3
ヵ
月
前
に
球
団
を
設
立
し
た
も
の
の

他
球
団
は
プ
ロ
、ア
マ
か
ら
豪
華
な
補
強
で
50
名
以
上
の

選
手
を
集
め
た
が
、初
代
石
本
秀
一
監
督
は
政
界
財
界

等
々
を
奔
走
し
何
と
か
リ
ー
グ
開
幕
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、

大
半
の
選
手
は
新
人
で
プ
ロ
経
験
は
ご
く
僅
か
だ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
福
山
地
区
か
ら
福
山
誠
之
館
中
、福

山
東
高（
誠
之
館
）、盈
進
商
高
、尾
道
地
区
か
ら
尾
道

北
高
、尾
道
商
高
出
身
の
選
手
、広
島
地
区
か
ら
広
島

中（
国
泰
寺
）、広
島
商
高
の
出
身
者
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
。初
年
度
の
セ
リ
ー
グ
８
球
団
中
の
カ
ー
プ
の
成
績

は
最
下
位
、勝
率
は
３
割
に
も
届
か
な
い
有
様
。優
勝
は

資
金
量
豊
か
な
松
竹
ロ
ビ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

　
広
島
カ
ー
プ
の
由
来
は
、広
島
城（
鯉
城
）よ
り
命
名

し
た
が
こ
こ
で
珍
事
が
発
生
し
た
。「       

」は
本
来

「
単
数
複
数
同
形
」で
あ
る
が「
カ
ー
プ
ス
」と
命
名
し

た
。球
団
側
は「
集
団
」で
あ
る
か
ら
複
数
形
が
良
い
、他

球
団
は
全
て「
S
」を
付
け
て
い
る
と
主
張
し
た
。が
文

法
上
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
カ
ー
プ
と
し
た
。途
中
変
更
し

た
も
の
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
等
は
制
作
済
み
、開
幕
式
に
は
ユ
ニ

ホ
ー
ム
、プ
ラ
カ
ー
ド
共
に「
広
島
カ
ー
プ
ス
」と
あ
り
開

幕
式
の
行
わ
れ
た
平
和
台
球
場（
福
岡
）に
も
見
ら
れ

る
。前
記
の
様
に
カ
ー
プ
は
親
会
社
を
持
た
な
い
市
民
球

団
の
た
め
資
金
に
事
欠
き
、選
手
の
契
約
金
や
報
酬
も

ま
ま
な
ら
ず
、合
宿
所
の
運
営
も
困
難
と
な
り
知
人
旅

館
に
間
借
り
し
た
。ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
を
持
た
な
い
た
め

旅
費
の
捻
出
も
不
足
で
地
方
転
戦
の
時
は
当
時
３
等
車

で
通
路
に
新
聞
紙
を
敷
い
て
就
寝
し
て
い
る
。結
局
シ
ー

ズ
ン
終
了
後
球
団
消
滅
が
決
定
し
た
が
、石
本
監
督
は

何
と
し
て
も
市
民
球
団
を
残
し
た
い
と
熱
望
し
再
三
政

界
財
界
等
に
お
願
い
奔
走
。
一
般
市
民
に
呼
び
か
け
た

「
た
る
募
金
」は
当
時
話
題
と
な
っ
た
。

　
翌
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。開
幕
選
手
メ
ン
バ
ー
は
29
名

初
年
度
の
報
酬
も
満
足
に
払
え
な
い
た
め
再
契
約
出
来

な
か
っ
た
。昭
和
28
年
、８
球
団
が
一
部
消
滅
し
た
り
合

併
し
６
球
団
と
な
り
、昭
和
32
年
に
広
島
市
民
球
場
が

完
成
し
、入
場
者
の
増
加
で
以
後
黒
字
経
営
と
な
っ
た
。

　
カ
ー
プ
優
勝
決
定
後
の
談
話
と
し
て
、広
島
東
洋

カ
ー
プ
松
田
オ
ー
ナ
ー
は「
カ
ー
プ
流
経
営
学
」の
中
で

カ
ー
プ
が
初
優
勝
し
た
昭
和
50
年
か
ら
今
日
ま
で
41
年

間
黒
字
経
営
を
続
け「
堅
実
経
営
」と
評
価
さ
れ
る

が
、実
は
黒
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
。親

会
社
を
持
た
な
い
唯
一
の
市
民
球
団
だ
か
ら
だ
。又

カ
ー
プ
を
支
え
た
経
営
者
の
中
に
は
広
島
銀
行
会
長

兼
商
工
会
議
所
会
頭
、宇
田 
誠
氏（
28
年
卒
）の
名
前

が
あ
る
。氏
は
マ
ツ
ダ
新
球
場
の
建
設
の
拠
出
に
つ
い
て

会
頭
と
し
て
県
内
企
業
８
０
０
社
の
協
力
を
要
請
し

完
成
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
お
わ
り
に
我
が
家
の
カ
ー
プ
女
子
は
昭
和
30
年
代
広

島
の
女
子
寮
で
寄
宿
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
、宇
品
か

ら
紙
屋
町
の
球
場
ま
で
寮
の
友
達
と
度
々
応
援
に
出
か

け
た
由
。ナ
イ
タ
ー
観
戦
の
時
は
時
々
門
限
に
遅
れ
舎
監

よ
り
お
目
玉
を
受
け
た
元
祖
カ
ー
プ
女
子
で
あ
る
。今
夏

マ
ツ
ダ
球
場
へ
マ
ツ
ダ
車
で
２
０
０
０
キ
ロ
を
走
破
、対
中

日
３
連
勝
を
カ
ー
プ
応
援
グ
ッ
ズ
で
参
上
し
た
。「
カ
ー
プ

ロ
ー
ド
」「
鯉
城
通
り
」を
闊
歩
し
熱
い
体
験
で
あ
っ
た
。

前
半
の
成
績
か
ら
今
年
の
カ
ー
プ
は
２
連
覇
更
に
日
本
一

を
目
標
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
昨
今
で
あ
る
。

そ
れ
行
け
カ
ー
プ
!!　

福山の学生の
東京での拠点となる

今
年
は
絶
対

日
本
一
じ
ゃ
!
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平成27年度耐震補強工事と補修を
行った誠之舎外観 

誠之舎のある西片の祭りに参加して神輿を
担いだり、こども達と交流しています

　
誠
之
舎
は
旧
福
山
藩
主
、阿
部
家
の
育
英
事
業
と
し

て
明
治
23
年
に
旧
福
山
藩
内
か
ら
上
京
勉
学
す
る
男
子

学
生
の
寄
宿
舎
と
し
て
設
立
。
一
時
期
武
蔵
野
市
中
町

に
移
転
し
昭
和
45
年
に
現
在
の
地
に
戻
り
、平
成
24
年
に

は
公
益
財
団
法
人
の
認
定
を
受
け
る
。「
誠
之
舎
」の
名

前
か
ら
誠
之
館
の
学
生
の
施
設
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、旧
福
山
藩
、現
在
の
い
わ
ゆ
る
備
後
圏
か
ら
の
学
生
さ

ん
で
あ
れ
ば
入
舎
す
る
こ
と
が
出
来
る
。実
際「
誠
之
舎
」

で
東
京
で
の
学
生
生
活
を
送
っ
た
葦
陽
卒
の
先
輩
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

植
村
　
学
生
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
来
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

占
部
　
現
在
ほ
と
ん
ど
は
い
わ
ゆ
る
備
後
圏
、ほ
ぼ
旧
福

山
藩
内
、中
に
は
広
島
市
か
ら
の
学
生
さ
ん
も
い
ま
す
。昨

年
は「
誠
之
舎
」の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、福
山
の

ほ
と
ん
ど
の
高
校
に
説
明
に
行
き
ま
し
た
。

植
村
　
最
近
は
東
京
に
進
学
す
る
葦
陽
卒
の
学
生
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

占
部
　
今
は
葦
陽
の
方
は
い
ま
せ
ん
が
、過
去
に
は
葦
陽

卒
の
先
輩
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃい
ま
し
た
。戦
後
の
学
制

改
革
で
葦
陽
高
校
に
な
っ
た
の
で
す
が
、県
女
の
女
性
は

勿
論
こ
こ
に
は
入
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、昔
は
、こ
の
誠
之
舎

の
地
に
あ
っ
た
蕉
雨
館
や
近
く
に
あ
っ
た
葦
陽
倶
楽
部
で

同
窓
会
を
開
か
れ
て
い
た
よ
う
な
お
話
も
お
聞
き
し
ま

し
た
。

植
村
　
県
女
の
方
は
今
も
お
元
気
に
同
窓
会
に
も
来
ら

れ
て
、東
京
に
居
て
も
福
山
の
ゆ
か
り
の
場
所
で
交
友
を

深
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。ご
主
人
が
誠
之
館
卒
で
奥
様

が
県
女
、葦
陽
と
い
う
ご
夫
婦
が
多
い
で
す
か
ら
。私
は
た

ま
た
ま
誠
之
舎
を
知
っ
て
い
て
1
年
間
で
す
が
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、知
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
ね
。

占
部
　
広
報
活
動
を
も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と（
笑
）、高
校

の
先
生
方
は
ご
存
知
と
思
う
の
で
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

新
し
く
作
り
直
し
て
い
ま
す
し
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
も
っ
と

活
用
し
て
、学
生
を
巻
き
込
ん
で
、情
報
を
発
信
し
、し
っ

か
り
と
広
報
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

植
村
　
あ
ち
こ
ち
の
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。私
が
い
た
頃
は
そ
れ
は
な
か
っ
た
の
で

羨
ま
し
い
で
す
。

占
部
　
福
山
市
、文
京
区
、西
片
町
な
ど
に
は
地
域
の
方

達
と
綿
密
に
連
絡
を
と
り
交
流
し
て
い
か
な
い
と
、寄
附

も
含
め
て
や
は
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
所
で
す
か
ら
。

植
村
　
親
御
さ
ん
も
息
子
が
東
京
で
ど
う
し
て
い
る
の
か

心
配
で
し
ょ
う
か
ら
、み
ん
な
で
協
力
し
て
地
域
へ
の
貢
献

や
交
流
し
て
い
る
の
は
す
ご
く
安
心
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。新

入
生
歓
迎
会
や
親
睦
会
な
ど
仲
間
と
の
絆
や
連
帯
感
、

思
い
や
り
、そ
し
て
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
学
べ
る
よ

い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

占
部
　
最
初
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、こ
こ
は
た
だ
の

集
合
住
宅
で
は
な
い
こ
と
、O
B
の
方
々
等
の
支
え
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
入
舎
し
て
も
ら
い
ま
す
。あ
と
、

福
山
市
や
商
工
会
議
所
さ
ん
と
も
連
携
し
て
、「
福
山

知
っ
と
る
検
定
」を
こ
こ
で
や
っ
た
り
、今
後
、さ
ら
に
地
元

の
企
業
さ
ん
と
も
繋
が
っ
て
、何
か
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

植
村
　
そ
う
い
う
お
考
え
を
持
た
れ
て
い
る
舎
監
さ
ん
は

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

占
部
　
私
と
同
時
代
に
、誠
之
舎
に
居
た
人
達
が
今
、理

事
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
、色
々
と
新
し
い
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。昔
、私
が
舎
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
テ
レ
ビ
は
禁
止
、二

人
部
屋
で
厳
し
く
て
、今
は
随
分
自
由
に
な
り
ま
し
た
。

植
村
　
私
ら
の
頃
は
冷
房
が
な
く
て
、開
け
っ
広
げ
だ
っ
た

か
ら
先
輩
と
交
流
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
け
ど
。

占
部
　
今
は
学
生
寮
と
し
て
の
機
能
し
か
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
、今
後
は
寮
生
だ
け
で
な
く
、備
後
圏
か
ら
の
学
生

の
東
京
の
拠
点
み
た
い
な
場
所
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。現
在
の
施
設
を
見
直
し
て
、例
え
ば
葦
陽
高
校

の
東
京
同
窓
会
の
拠
点
と
し
て
い
た
だ
き
、会
議
や
打
合

せ
が
で
き
る
よ
う
な
場
と
し
て
提
供
す
る
と
か
。そ
し
て
、

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、広
島
県
、特
に
備
後
圏
の
高

校
の
育
英
事
業
の
東
京
で
の
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る

誠
之
舎
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、も
ち
ろ
ん

誠
之
舎
O
B
、特
に
在
京
の
O
B
の
た
め
の
誠
之
舎
と
し

て
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

植
村
　
学
生
さ
ん
が
こ
こ
に
来
て
く
れ
る
こ
と
は
う
れ
し

い
で
す
が
、私
達
も
こ
こ
に
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
出
来
る
、ま
さ

に
第
二
の
福
山
が
出
来
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

占
部
　
で
、大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。学
生
寮
と

し
て
の
誠
之
舎
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。37
人
定

員
で
全
個
室
で
す
。舎
費
は
一
月
約
7
5
、0
0
0
円
で

生
活
で
き
ま
す（
注
文
制
の
朝
・
夕
食
を
全
て
含
む
）。

安
全
で
交
通
至
便
の
地
に
あ
り
、毎
年
10
月
頃
に
次
年
度

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応
募

要
項
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。

　
ぜ
ひ
!
葦
陽
の
学
生
さ
ん
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

C
a
rp

占部啓介 舎監

誠之舎から続く坂は新坂
（別名 福山坂）

学生居室 約7畳ほど。エアコン、
TV配線、インターネット配線完備

キッチン

風呂場

しんざか

27
昭和

卒

カープに恋して半世紀・

e s s a y ─ c a r p

大土井　晃
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文京区西片にある「誠之舎」。福山にゆかりのある120年以上続く学生
寮を舎生だった植村崇由さん（平成14年卒）が訪ね、占部啓介舎監に
お話を伺いました。

元祖カープ女子の奥様と観戦。 2017年7月1日（MAZDA Zoom-Zoom スタジアム広島）

v i s i t ─ s e i s h i s y a

　
平
成
28
年
は
福
山
葦
陽
高
校
創
立
１
１
０
周
年
、福

山
市
市
制
１
０
０
周
年
、更
に
広
島
カ
ー
プ
が
25
年
ぶ
り

の
リ
ー
グ
優
勝
で
３
０
０
億
円
の
経
済
効
果
で
花
を
添

え
た
記
念
の
年
と
な
っ
た
。

　
９
月
10
日
の
監
督
以
下
の
胴
上
げ
シ
ー
ン
は
福
山
市

制
１
０
０
周
年
レ
プ
リ
カ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
観
戦
し
た
。カ
ー

プ
の
公
式
戦
を
観
戦
し
た
の
は
、セ
リ
ー
グ
加
盟
８
球
団

結
成
の
昭
和
25
年
３
月
、球
場
は「
福
山
三
菱
グ
ラ
ン

ド
」で
あ
る
。球
団
は
親
会
社
を
持
た
な
い
唯
一
の
市
民

球
団
で
、昭
和
32
年
広
島
市
民
球
場
の
完
成
ま
で
、広

島
総
合
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
、従
っ
て
他
球
団
の
球
場
又
は

全
国
各
地
の
球
場
を
転
戦
し
て
い
た
。

　
福
山
市
民
球
場
は
昭
和
26
年
第
６
回
国
体
球
場
と

し
て
未
完
成
の
た
め
そ
れ
ま
で
は
旧
三
菱
グ
ラ
ン
ド
や
尾

道
北
高
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
。当
時
の
グ
ラ
ン
ド
は
フ
ェ
ン

ス
や
観
客
席
の
設
備
も
な
く
、内
野
外
野
は
ロ
ー
プ
で
仕

切
っ
て
観
客
を
入
場
さ
せ
た
が
試
合
中
に
ロ
ー
プ
が
移
動

し
、当
時
77
m
の
外
野
ま
で
の
距
離
が
短
く
な
っ
た
と
の

こ
と
。当
時
の
硬
式
ボ
ー
ル
は
飛
ば
な
か
っ
た
の
で
カ
ー
プ

選
手
は
開
幕
５
試
合
目
で
白
石
勝
巳
選
手（
二
代
監
督
）

が
福
山
で
初
め
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
記
録
し
た
。

　
リ
ー
グ
開
幕
3
ヵ
月
前
に
球
団
を
設
立
し
た
も
の
の

他
球
団
は
プ
ロ
、ア
マ
か
ら
豪
華
な
補
強
で
50
名
以
上
の

選
手
を
集
め
た
が
、初
代
石
本
秀
一
監
督
は
政
界
財
界

等
々
を
奔
走
し
何
と
か
リ
ー
グ
開
幕
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、

大
半
の
選
手
は
新
人
で
プ
ロ
経
験
は
ご
く
僅
か
だ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
福
山
地
区
か
ら
福
山
誠
之
館
中
、福

山
東
高（
誠
之
館
）、盈
進
商
高
、尾
道
地
区
か
ら
尾
道

北
高
、尾
道
商
高
出
身
の
選
手
、広
島
地
区
か
ら
広
島

中（
国
泰
寺
）、広
島
商
高
の
出
身
者
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
。初
年
度
の
セ
リ
ー
グ
８
球
団
中
の
カ
ー
プ
の
成
績

は
最
下
位
、勝
率
は
３
割
に
も
届
か
な
い
有
様
。優
勝
は

資
金
量
豊
か
な
松
竹
ロ
ビ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

　
広
島
カ
ー
プ
の
由
来
は
、広
島
城（
鯉
城
）よ
り
命
名

し
た
が
こ
こ
で
珍
事
が
発
生
し
た
。「       

」は
本
来

「
単
数
複
数
同
形
」で
あ
る
が「
カ
ー
プ
ス
」と
命
名
し

た
。球
団
側
は「
集
団
」で
あ
る
か
ら
複
数
形
が
良
い
、他

球
団
は
全
て「
S
」を
付
け
て
い
る
と
主
張
し
た
。が
文

法
上
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
カ
ー
プ
と
し
た
。途
中
変
更
し

た
も
の
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
等
は
制
作
済
み
、開
幕
式
に
は
ユ
ニ

ホ
ー
ム
、プ
ラ
カ
ー
ド
共
に「
広
島
カ
ー
プ
ス
」と
あ
り
開

幕
式
の
行
わ
れ
た
平
和
台
球
場（
福
岡
）に
も
見
ら
れ

る
。前
記
の
様
に
カ
ー
プ
は
親
会
社
を
持
た
な
い
市
民
球

団
の
た
め
資
金
に
事
欠
き
、選
手
の
契
約
金
や
報
酬
も

ま
ま
な
ら
ず
、合
宿
所
の
運
営
も
困
難
と
な
り
知
人
旅

館
に
間
借
り
し
た
。ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
を
持
た
な
い
た
め

旅
費
の
捻
出
も
不
足
で
地
方
転
戦
の
時
は
当
時
３
等
車

で
通
路
に
新
聞
紙
を
敷
い
て
就
寝
し
て
い
る
。結
局
シ
ー

ズ
ン
終
了
後
球
団
消
滅
が
決
定
し
た
が
、石
本
監
督
は

何
と
し
て
も
市
民
球
団
を
残
し
た
い
と
熱
望
し
再
三
政

界
財
界
等
に
お
願
い
奔
走
。
一
般
市
民
に
呼
び
か
け
た

「
た
る
募
金
」は
当
時
話
題
と
な
っ
た
。

　
翌
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。開
幕
選
手
メ
ン
バ
ー
は
29
名

初
年
度
の
報
酬
も
満
足
に
払
え
な
い
た
め
再
契
約
出
来

な
か
っ
た
。昭
和
28
年
、８
球
団
が
一
部
消
滅
し
た
り
合

併
し
６
球
団
と
な
り
、昭
和
32
年
に
広
島
市
民
球
場
が

完
成
し
、入
場
者
の
増
加
で
以
後
黒
字
経
営
と
な
っ
た
。

　
カ
ー
プ
優
勝
決
定
後
の
談
話
と
し
て
、広
島
東
洋

カ
ー
プ
松
田
オ
ー
ナ
ー
は「
カ
ー
プ
流
経
営
学
」の
中
で

カ
ー
プ
が
初
優
勝
し
た
昭
和
50
年
か
ら
今
日
ま
で
41
年

間
黒
字
経
営
を
続
け「
堅
実
経
営
」と
評
価
さ
れ
る

が
、実
は
黒
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
。親

会
社
を
持
た
な
い
唯
一
の
市
民
球
団
だ
か
ら
だ
。又

カ
ー
プ
を
支
え
た
経
営
者
の
中
に
は
広
島
銀
行
会
長

兼
商
工
会
議
所
会
頭
、宇
田 

誠
氏（
28
年
卒
）の
名
前

が
あ
る
。氏
は
マ
ツ
ダ
新
球
場
の
建
設
の
拠
出
に
つ
い
て

会
頭
と
し
て
県
内
企
業
８
０
０
社
の
協
力
を
要
請
し

完
成
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
お
わ
り
に
我
が
家
の
カ
ー
プ
女
子
は
昭
和
30
年
代
広

島
の
女
子
寮
で
寄
宿
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
、宇
品
か

ら
紙
屋
町
の
球
場
ま
で
寮
の
友
達
と
度
々
応
援
に
出
か

け
た
由
。ナ
イ
タ
ー
観
戦
の
時
は
時
々
門
限
に
遅
れ
舎
監

よ
り
お
目
玉
を
受
け
た
元
祖
カ
ー
プ
女
子
で
あ
る
。今
夏

マ
ツ
ダ
球
場
へ
マ
ツ
ダ
車
で
２
０
０
０
キ
ロ
を
走
破
、対
中

日
３
連
勝
を
カ
ー
プ
応
援
グ
ッ
ズ
で
参
上
し
た
。「
カ
ー
プ

ロ
ー
ド
」「
鯉
城
通
り
」を
闊
歩
し
熱
い
体
験
で
あ
っ
た
。

前
半
の
成
績
か
ら
今
年
の
カ
ー
プ
は
２
連
覇
更
に
日
本
一

を
目
標
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
昨
今
で
あ
る
。

そ
れ
行
け
カ
ー
プ
!!　

福山の学生の
東京での拠点となる

今
年
は
絶
対

日
本
一
じ
ゃ
!

 

公益財団法人　誠之舎
〒113-0024　東京都文京区西片1-7-15

TEL.03-3814-8978

平成27年度耐震補強工事と補修を
行った誠之舎外観 

誠之舎のある西片の祭りに参加して神輿を
担いだり、こども達と交流しています

　
誠
之
舎
は
旧
福
山
藩
主
、阿
部
家
の
育
英
事
業
と
し

て
明
治
23
年
に
旧
福
山
藩
内
か
ら
上
京
勉
学
す
る
男
子

学
生
の
寄
宿
舎
と
し
て
設
立
。
一
時
期
武
蔵
野
市
中
町

に
移
転
し
昭
和
45
年
に
現
在
の
地
に
戻
り
、平
成
24
年
に

は
公
益
財
団
法
人
の
認
定
を
受
け
る
。「
誠
之
舎
」の
名

前
か
ら
誠
之
館
の
学
生
の
施
設
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、旧
福
山
藩
、現
在
の
い
わ
ゆ
る
備
後
圏
か
ら
の
学
生
さ

ん
で
あ
れ
ば
入
舎
す
る
こ
と
が
出
来
る
。実
際「
誠
之
舎
」

で
東
京
で
の
学
生
生
活
を
送
っ
た
葦
陽
卒
の
先
輩
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

植
村
　
学
生
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
来
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

占
部
　
現
在
ほ
と
ん
ど
は
い
わ
ゆ
る
備
後
圏
、ほ
ぼ
旧
福

山
藩
内
、中
に
は
広
島
市
か
ら
の
学
生
さ
ん
も
い
ま
す
。昨

年
は「
誠
之
舎
」の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、福
山
の

ほ
と
ん
ど
の
高
校
に
説
明
に
行
き
ま
し
た
。

植
村
　
最
近
は
東
京
に
進
学
す
る
葦
陽
卒
の
学
生
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

占
部
　
今
は
葦
陽
の
方
は
い
ま
せ
ん
が
、過
去
に
は
葦
陽

卒
の
先
輩
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃい
ま
し
た
。戦
後
の
学
制

改
革
で
葦
陽
高
校
に
な
っ
た
の
で
す
が
、県
女
の
女
性
は

勿
論
こ
こ
に
は
入
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、昔
は
、こ
の
誠
之
舎

の
地
に
あ
っ
た
蕉
雨
館
や
近
く
に
あ
っ
た
葦
陽
倶
楽
部
で

同
窓
会
を
開
か
れ
て
い
た
よ
う
な
お
話
も
お
聞
き
し
ま

し
た
。

植
村
　
県
女
の
方
は
今
も
お
元
気
に
同
窓
会
に
も
来
ら

れ
て
、東
京
に
居
て
も
福
山
の
ゆ
か
り
の
場
所
で
交
友
を

深
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。ご
主
人
が
誠
之
館
卒
で
奥
様

が
県
女
、葦
陽
と
い
う
ご
夫
婦
が
多
い
で
す
か
ら
。私
は
た

ま
た
ま
誠
之
舎
を
知
っ
て
い
て
1
年
間
で
す
が
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、知
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
ね
。

占
部
　
広
報
活
動
を
も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と（
笑
）、高
校

の
先
生
方
は
ご
存
知
と
思
う
の
で
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

新
し
く
作
り
直
し
て
い
ま
す
し
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
も
っ
と

活
用
し
て
、学
生
を
巻
き
込
ん
で
、情
報
を
発
信
し
、し
っ

か
り
と
広
報
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

植
村
　
あ
ち
こ
ち
の
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。私
が
い
た
頃
は
そ
れ
は
な
か
っ
た
の
で

羨
ま
し
い
で
す
。

占
部
　
福
山
市
、文
京
区
、西
片
町
な
ど
に
は
地
域
の
方

達
と
綿
密
に
連
絡
を
と
り
交
流
し
て
い
か
な
い
と
、寄
附

も
含
め
て
や
は
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
所
で
す
か
ら
。

植
村
　
親
御
さ
ん
も
息
子
が
東
京
で
ど
う
し
て
い
る
の
か

心
配
で
し
ょ
う
か
ら
、み
ん
な
で
協
力
し
て
地
域
へ
の
貢
献

や
交
流
し
て
い
る
の
は
す
ご
く
安
心
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。新

入
生
歓
迎
会
や
親
睦
会
な
ど
仲
間
と
の
絆
や
連
帯
感
、

思
い
や
り
、そ
し
て
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
学
べ
る
よ

い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

占
部
　
最
初
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、こ
こ
は
た
だ
の

集
合
住
宅
で
は
な
い
こ
と
、O
B
の
方
々
等
の
支
え
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
入
舎
し
て
も
ら
い
ま
す
。あ
と
、

福
山
市
や
商
工
会
議
所
さ
ん
と
も
連
携
し
て
、「
福
山

知
っ
と
る
検
定
」を
こ
こ
で
や
っ
た
り
、今
後
、さ
ら
に
地
元

の
企
業
さ
ん
と
も
繋
が
っ
て
、何
か
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

植
村
　
そ
う
い
う
お
考
え
を
持
た
れ
て
い
る
舎
監
さ
ん
は

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

占
部
　
私
と
同
時
代
に
、誠
之
舎
に
居
た
人
達
が
今
、理

事
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
、色
々
と
新
し
い
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。昔
、私
が
舎
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
テ
レ
ビ
は
禁
止
、二

人
部
屋
で
厳
し
く
て
、今
は
随
分
自
由
に
な
り
ま
し
た
。

植
村
　
私
ら
の
頃
は
冷
房
が
な
く
て
、開
け
っ
広
げ
だ
っ
た

か
ら
先
輩
と
交
流
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
け
ど
。

占
部
　
今
は
学
生
寮
と
し
て
の
機
能
し
か
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
、今
後
は
寮
生
だ
け
で
な
く
、備
後
圏
か
ら
の
学
生

の
東
京
の
拠
点
み
た
い
な
場
所
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。現
在
の
施
設
を
見
直
し
て
、例
え
ば
葦
陽
高
校

の
東
京
同
窓
会
の
拠
点
と
し
て
い
た
だ
き
、会
議
や
打
合

せ
が
で
き
る
よ
う
な
場
と
し
て
提
供
す
る
と
か
。そ
し
て
、

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、広
島
県
、特
に
備
後
圏
の
高

校
の
育
英
事
業
の
東
京
で
の
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る

誠
之
舎
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、も
ち
ろ
ん

誠
之
舎
O
B
、特
に
在
京
の
O
B
の
た
め
の
誠
之
舎
と
し

て
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

植
村
　
学
生
さ
ん
が
こ
こ
に
来
て
く
れ
る
こ
と
は
う
れ
し

い
で
す
が
、私
達
も
こ
こ
に
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
出
来
る
、ま
さ

に
第
二
の
福
山
が
出
来
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

占
部
　
で
、大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。学
生
寮
と

し
て
の
誠
之
舎
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。37
人
定

員
で
全
個
室
で
す
。舎
費
は
一
月
約
7
5
、0
0
0
円
で

生
活
で
き
ま
す（
注
文
制
の
朝
・
夕
食
を
全
て
含
む
）。

安
全
で
交
通
至
便
の
地
に
あ
り
、毎
年
10
月
頃
に
次
年
度

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応
募

要
項
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。

　
ぜ
ひ
!
葦
陽
の
学
生
さ
ん
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

C
a
rp

占部啓介 舎監

誠之舎から続く坂は新坂
（別名 福山坂）

学生居室 約7畳ほど。エアコン、
TV配線、インターネット配線完備

キッチン

風呂場

しんざか

27
昭和

卒

カープに恋して半世紀・

e s s a y ─ c a r p

大土井　晃
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　全国から多くの暖かいカンパと励ましを頂戴
し、そして原稿をお寄せ下さいました皆様のお
陰で、昨年10号を発行することができました。
誌面をお借りしまして厚く御礼申し上げます、
ありがとうございました。
　　　　　　福山葦陽東京同窓会会長
　　　　　　　　　　　　　來山　征士

恩師/舟田光義（鎌倉市）、今岡睦敏（福山市）、宮　
和子（福山市）、川﨑稚俊（福山市）/福山葦陽同窓会
本部/本部総会時有志/大島泰子（福山市 喜多流大
島能楽堂）、S14/菅　純子、S16/河毛俊子、S17/日
村品子、S19/佐藤嘉子、S20/角田昌子、S21・22/
山田皐月、井口友子、豊沢朝子、藤井貞美（福山市）、
森　成子（大阪府豊中市）、鳥越公香（岡山県小田
郡）、S23/国保貴世、北中三重子、辻　礼子、S24/
石山勝子、藤井拓三、永島靖子、近藤正子（福山市）、
S25/藤永政江、原田玲子、占部健夫、池口義人（福
山市 誠之館25同期会）、入江英代（福山市）、浅野美
耶（竹原市）、S26/安部隆子、徳永　巌、鈴木房枝、
S27/横田冷子、S28/片岡禮子、長島志津子、中島
信義、來山和義、永島直子、遠藤信子（京都府八幡
市）、S29/多田正志、小丸順子（福山市）、S30/小田
富子、柳井淑彦、S31/前原一夫、占部勲司、岩瀬健
祐、岡崎信之助（茨城県北相馬郡）、S32/石井義信 、
福田桂子、増田和子、柳田幸恵、宇田成徳（大阪市）、
近本節子（福山市）、S33/小川敏彦、西原伸子、藤井
栄治、S34/連石　勉、開原　剛、佐藤凡雄、S35/前
原美智子、宮　真寿恵（福山市）、村上　光（福山市）
山本良三、田治正光、真田和恵（福山市）、吉川由紀
子、佐野禎信（北九州市）、若林容子、伊地範子、細川
ハテミ、S36/桑原尚子（京都府宇治市）、川端美枝
子、加藤公恵、井上哲也、東　早苗、日和正美、松田恵
子、來山征士、向井総昭、曽我登喜、S37/岩瀬浩造、
斉藤節子、佐々木康之（福山市）、垣原洋昭、遠藤宏
子、S38/佐久間　定、升川澄子、三吉伸子、高橋利
暢（福山市）、藤井順子（福山市）、長里順美（島根県
飯石群）、S39/中島美代子、佐藤綾子、菅波孝人、
S40/林　千鶴（福山市）、村上芳則、吉田道子、田丸
佐知子、児玉弘子、坂本智和、神原郁子、児島志の
ぶ、山本和子（福山市）、小林深雪（福山市）、井上恵子

（福山市）、S41/吉岡清八郎、古川宏江（福山市）、
S42/富澤真澄、黒田真理子、由井由美子、S43/岡
本利男（福山市）、中山紀代子、S44/廣川照樹、
S45/佐藤　巧（福山市）、一安京子（福山市）、茶谷
耕司ラグビー部有志 山崎・藤本・桑田・茶谷（福山市）、
津田伸子、小池秀子、細谷永子、池田由紀子、S46/
香妻悦子、S47/福島育枝、水澤加代子、世良眞理子

（福山市）、杉原郁子、S48/相原謙一、S49/彦田幸
男、S50/勝岡宏行（福山市）、成沢勝行、S52/神原
豊司（福山市）、S55/吉岡嘉尚、H14/植村崇由

（卒業年順、敬称略　2017年8月5日現在）
※その他多くの方からご支援いただきました。
心より感謝申し上げます。

カンパを頂いた方々です。カンパを頂いた方々です。10号に

「あしび」編集室 及び
東京同窓会事務局

東京同窓会に関すること、「あしび」に
関することはこちらにご連絡下さい。

〒180-0006
東京都武蔵野市中町1-34-3-403
㈲ビッグバン内 あしび編集室 

TEL 070-6965-3702
〈東京同窓会事務局・あしび専用 寄國 聡〉

FAX 0422-52-1596
e-mail :syorikuni@gmail.com

企画テーマ、投稿も募集します!
『あしび』に掲載する記事や取り上げて欲しい
テーマなどございましたらいつでもご連絡下さい。

  （　　　　　　）☟
住所等の変更は本部HPからも

できるようになりました。

※総会案内、「あしび」希望の方は必ずお知らせ下さい。

50回開催　福山ばら祭（5月20日、21日）
福山ばら祭は本年、記念すべき50回目を迎えました。
福山市は戦時中、空襲で市街地の多くを失いました。戦後、荒廃
した街に潤いを与え、人々の心に安らぎを取り戻そうと、公園にば
らが植えられました。1950年代（昭和30年代）に始まったばらの
まちづくりは、平和への願いとともに、今日まで営々と受け継がれ
ています。

写真、資料提供：福山市

福山市は、100周年記念事業の記録として、『福山市市制施行100周年記念事業記録誌』『福の山百選』を制作しました。
いずれも冊子としての発行はしていないので、福山市のHPよりダウンロードしてご覧下さい。

　福山葦陽東京同窓会の皆さまこんにちは。昨年９月から第１３代福山市長として市政を
担わせていただいております枝広直幹でございます。
 昨年、皆さまの母校であります福山葦陽高等学校は創立１１０周年を迎えられました。
誠におめでとうございます。心からお喜びを申しあげます。
　福山市も昨年市制施行１００周年を迎え、市民の皆さまとともに新たな未来への歩みを
はじめました。今、私は市民の皆さまや“ふるさと福山”を想う皆さまが胸を張って誇れるま
ちを実現すべく、全力で市政運営に取り組んでいるところであります。
 皆さまにおかれましては、“ふるさと福山”への変わらないご支援とご協力をいただきます
ようお願い申しあげるとともに、貴同窓会のますますのご発展を祈念申しあげ、誠に簡単
ではありますが私のごあいさつとさせていただきます。

福山市は、

100周年記念事業記録

福山市長 
　枝広直幹 

　
　
　

◀第8巻（最終巻）
「福山市史 原始から現代まで」
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空間 spazio 厚紙に墨　2016　29.0×33.8cm

前列左が開原さん、隣は奥さま

祭りのシンボル「ひがし大ちゃん」 一昨年の第70回「東村町かかし祭り」

（えだひろ・なおき）

福山市史　最終巻ついに完成（全８巻）
市制施行85周年を記念してスタートした福山市史編さん事業は、「福山市史 原始から
現代まで」をもって全8巻の刊行を終えました。
福山の歴史を知る上で大変貴重な資料です。

B5判　380ページ　価格2,500円（第8巻）
販売場所は、福山市生涯学習プラザ（まなびの館ローズコム）3階 
歴史資料室、福山市役所本庁舎3階情報管理課
お問い合せは、歴史資料室 TEL084-932-7264
※書店販売はありません。　

福山葦陽同窓会

● 福山市『東村町かかし祭り』
福山大学のある東村町に1946年から続く伝統の祭り。
秋の収穫に感謝し、農作業の苦労を「かかし」に託してね
ぎらうユーモラスな祭り。沿道では約200体が来場者を迎
えてくれます。毎年12月の第1日曜日に行われています。

● 今井絵美子さんの新刊『ぶぶ漬屋 稲茶にございます』
闘病中も精力的に執筆されている今井絵美子さん（福山市 39年卒）
の待望の新シリーズ「ぶぶ漬屋稲茶」の第一弾｢稲茶にございます」
がハルキ文庫より刊行されました。
●『イマヰ画廊の仲間たち』 （福山 ギャラリア風の巣　7／7─31）
葦陽高校の南、三之丸に福山で唯一、文化の殿
堂として35年続いた、イマヰ画廊が幕を閉じ10年
になります。若き日の作家、美術愛好家の芸術の
檜舞台で、私も若き血汗をたぎらせました。
このたび『イマヰ画廊の仲間たち』で
輝いていた懐かしき時代、胸がときめ
いたあの頃のひとときを、もう一度味
わって見ませんか？! そんな新たな出
会いと、挑戦への第一歩です。
杉原昇司（放斎）（福山市 44年卒）

●『経済リポート』に掲載されました
備後圏域を商圏とする経済情報誌『経
済リポート』にあしび編集室（2016.11
月）と、53年卒大成修司さん（2017.5
月）の記事が掲載されました。経済問題
だけでなく、幅広い情報を月3回発行さ
れ、「10日間に10万人が読む雑誌」とし
て、42年卒の西原 洋社長のもと、精力
的な取材内容は多くの方から信頼され、
長年愛読されています。
地元福山の情報を知るには「経済リポー
トWEB版」「Facebook」にアクセスして
最新のニュースを是非ご覧下さい。
www.keizai.info

● 開原通人作品展 （国立 　3／23─28） 
福山在住の36年卒、開原通人さんが国立の

「ギャラリー国立」で個展を開催。青春時代を
武蔵野で過ごされて、再び縁のある国立で近
作を発表されました。会場には同期も多数駆
けつけて久しぶりの旧交を温めました。

● 杉原杏璃さん おかえりなさい ! 
グラビアアイドルとして活躍する平成13年
卒の杉原杏璃さんがグラビア界の裏側など
を描いた自伝的小説「...and LOVE」を出版
の後、自身の主演により映画化を実現。映
画の上演に先立ち3月11日、福山市の映画
館で舞台挨拶が行われました。会場には同
級生や知り合いが大勢押し寄せ久しぶりの
再会を楽しみました。6月の本部の総会にも
出席され楽しいトークショーも行われました。

知ってました？
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　全国から多くの暖かいカンパと励ましを頂戴
し、そして原稿をお寄せ下さいました皆様のお
陰で、昨年10号を発行することができました。
誌面をお借りしまして厚く御礼申し上げます、
ありがとうございました。
　　　　　　福山葦陽東京同窓会会長
　　　　　　　　　　　　　來山　征士

恩師/舟田光義（鎌倉市）、今岡睦敏（福山市）、宮　
和子（福山市）、川﨑稚俊（福山市）/福山葦陽同窓会
本部/本部総会時有志/大島泰子（福山市 喜多流大
島能楽堂）、S14/菅　純子、S16/河毛俊子、S17/日
村品子、S19/佐藤嘉子、S20/角田昌子、S21・22/
山田皐月、井口友子、豊沢朝子、藤井貞美（福山市）、
森　成子（大阪府豊中市）、鳥越公香（岡山県小田
郡）、S23/国保貴世、北中三重子、辻　礼子、S24/
石山勝子、藤井拓三、永島靖子、近藤正子（福山市）、
S25/藤永政江、原田玲子、占部健夫、池口義人（福
山市 誠之館25同期会）、入江英代（福山市）、浅野美
耶（竹原市）、S26/安部隆子、徳永　巌、鈴木房枝、
S27/横田冷子、S28/片岡禮子、長島志津子、中島
信義、來山和義、永島直子、遠藤信子（京都府八幡
市）、S29/多田正志、小丸順子（福山市）、S30/小田
富子、柳井淑彦、S31/前原一夫、占部勲司、岩瀬健
祐、岡崎信之助（茨城県北相馬郡）、S32/石井義信 、
福田桂子、増田和子、柳田幸恵、宇田成徳（大阪市）、
近本節子（福山市）、S33/小川敏彦、西原伸子、藤井
栄治、S34/連石　勉、開原　剛、佐藤凡雄、S35/前
原美智子、宮　真寿恵（福山市）、村上　光（福山市）
山本良三、田治正光、真田和恵（福山市）、吉川由紀
子、佐野禎信（北九州市）、若林容子、伊地範子、細川
ハテミ、S36/桑原尚子（京都府宇治市）、川端美枝
子、加藤公恵、井上哲也、東　早苗、日和正美、松田恵
子、來山征士、向井総昭、曽我登喜、S37/岩瀬浩造、
斉藤節子、佐々木康之（福山市）、垣原洋昭、遠藤宏
子、S38/佐久間　定、升川澄子、三吉伸子、高橋利
暢（福山市）、藤井順子（福山市）、長里順美（島根県
飯石群）、S39/中島美代子、佐藤綾子、菅波孝人、
S40/林　千鶴（福山市）、村上芳則、吉田道子、田丸
佐知子、児玉弘子、坂本智和、神原郁子、児島志の
ぶ、山本和子（福山市）、小林深雪（福山市）、井上恵子

（福山市）、S41/吉岡清八郎、古川宏江（福山市）、
S42/富澤真澄、黒田真理子、由井由美子、S43/岡
本利男（福山市）、中山紀代子、S44/廣川照樹、
S45/佐藤　巧（福山市）、一安京子（福山市）、茶谷
耕司ラグビー部有志 山崎・藤本・桑田・茶谷（福山市）、
津田伸子、小池秀子、細谷永子、池田由紀子、S46/
香妻悦子、S47/福島育枝、水澤加代子、世良眞理子

（福山市）、杉原郁子、S48/相原謙一、S49/彦田幸
男、S50/勝岡宏行（福山市）、成沢勝行、S52/神原
豊司（福山市）、S55/吉岡嘉尚、H14/植村崇由

（卒業年順、敬称略　2017年8月5日現在）
※その他多くの方からご支援いただきました。
心より感謝申し上げます。

カンパを頂いた方々です。カンパを頂いた方々です。10号に

「あしび」編集室 及び
東京同窓会事務局

東京同窓会に関すること、「あしび」に
関することはこちらにご連絡下さい。

〒180-0006
東京都武蔵野市中町1-34-3-403
㈲ビッグバン内 あしび編集室 

TEL 070-6965-3702
〈東京同窓会事務局・あしび専用 寄國 聡〉

FAX 0422-52-1596
e-mail :syorikuni@gmail.com

企画テーマ、投稿も募集します!
『あしび』に掲載する記事や取り上げて欲しい
テーマなどございましたらいつでもご連絡下さい。

  （　　　　　　）☟
住所等の変更は本部HPからも

できるようになりました。

※総会案内、「あしび」希望の方は必ずお知らせ下さい。

50回開催　福山ばら祭（5月20日、21日）
福山ばら祭は本年、記念すべき50回目を迎えました。
福山市は戦時中、空襲で市街地の多くを失いました。戦後、荒廃
した街に潤いを与え、人々の心に安らぎを取り戻そうと、公園にば
らが植えられました。1950年代（昭和30年代）に始まったばらの
まちづくりは、平和への願いとともに、今日まで営々と受け継がれ
ています。

写真、資料提供：福山市

福山市は、100周年記念事業の記録として、『福山市市制施行100周年記念事業記録誌』『福の山百選』を制作しました。
いずれも冊子としての発行はしていないので、福山市のHPよりダウンロードしてご覧下さい。

　福山葦陽東京同窓会の皆さまこんにちは。昨年９月から第１３代福山市長として市政を
担わせていただいております枝広直幹でございます。
 昨年、皆さまの母校であります福山葦陽高等学校は創立１１０周年を迎えられました。
誠におめでとうございます。心からお喜びを申しあげます。
　福山市も昨年市制施行１００周年を迎え、市民の皆さまとともに新たな未来への歩みを
はじめました。今、私は市民の皆さまや“ふるさと福山”を想う皆さまが胸を張って誇れるま
ちを実現すべく、全力で市政運営に取り組んでいるところであります。
 皆さまにおかれましては、“ふるさと福山”への変わらないご支援とご協力をいただきます
ようお願い申しあげるとともに、貴同窓会のますますのご発展を祈念申しあげ、誠に簡単
ではありますが私のごあいさつとさせていただきます。

福山市は、

100周年記念事業記録

福山市長 
　枝広直幹 
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前列左が開原さん、隣は奥さま

祭りのシンボル「ひがし大ちゃん」 一昨年の第70回「東村町かかし祭り」

（えだひろ・なおき）

福山市史　最終巻ついに完成（全８巻）
市制施行85周年を記念してスタートした福山市史編さん事業は、「福山市史 原始から
現代まで」をもって全8巻の刊行を終えました。
福山の歴史を知る上で大変貴重な資料です。

B5判　380ページ　価格2,500円（第8巻）
販売場所は、福山市生涯学習プラザ（まなびの館ローズコム）3階 
歴史資料室、福山市役所本庁舎3階情報管理課
お問い合せは、歴史資料室 TEL084-932-7264
※書店販売はありません。　

福山葦陽同窓会

● 福山市『東村町かかし祭り』
福山大学のある東村町に1946年から続く伝統の祭り。
秋の収穫に感謝し、農作業の苦労を「かかし」に託してね
ぎらうユーモラスな祭り。沿道では約200体が来場者を迎
えてくれます。毎年12月の第1日曜日に行われています。

● 今井絵美子さんの新刊『ぶぶ漬屋 稲茶にございます』
闘病中も精力的に執筆されている今井絵美子さん（福山市 39年卒）
の待望の新シリーズ「ぶぶ漬屋稲茶」の第一弾｢稲茶にございます」
がハルキ文庫より刊行されました。
●『イマヰ画廊の仲間たち』 （福山 ギャラリア風の巣　7／7─31）
葦陽高校の南、三之丸に福山で唯一、文化の殿
堂として35年続いた、イマヰ画廊が幕を閉じ10年
になります。若き日の作家、美術愛好家の芸術の
檜舞台で、私も若き血汗をたぎらせました。
このたび『イマヰ画廊の仲間たち』で
輝いていた懐かしき時代、胸がときめ
いたあの頃のひとときを、もう一度味
わって見ませんか？! そんな新たな出
会いと、挑戦への第一歩です。
杉原昇司（放斎）（福山市 44年卒）

●『経済リポート』に掲載されました
備後圏域を商圏とする経済情報誌『経
済リポート』にあしび編集室（2016.11
月）と、53年卒大成修司さん（2017.5
月）の記事が掲載されました。経済問題
だけでなく、幅広い情報を月3回発行さ
れ、「10日間に10万人が読む雑誌」とし
て、42年卒の西原 洋社長のもと、精力
的な取材内容は多くの方から信頼され、
長年愛読されています。
地元福山の情報を知るには「経済リポー
トWEB版」「Facebook」にアクセスして
最新のニュースを是非ご覧下さい。
www.keizai.info

● 開原通人作品展 （国立 　3／23─28） 
福山在住の36年卒、開原通人さんが国立の

「ギャラリー国立」で個展を開催。青春時代を
武蔵野で過ごされて、再び縁のある国立で近
作を発表されました。会場には同期も多数駆
けつけて久しぶりの旧交を温めました。

● 杉原杏璃さん おかえりなさい ! 
グラビアアイドルとして活躍する平成13年
卒の杉原杏璃さんがグラビア界の裏側など
を描いた自伝的小説「...and LOVE」を出版
の後、自身の主演により映画化を実現。映
画の上演に先立ち3月11日、福山市の映画
館で舞台挨拶が行われました。会場には同
級生や知り合いが大勢押し寄せ久しぶりの
再会を楽しみました。6月の本部の総会にも
出席され楽しいトークショーも行われました。

知ってました？
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編集後記
息切れではありませんが、今号より16頁の内容になりました。今まで通り
の構成で多くの方 よ々り原稿や情報をお寄せいただきました、ありがとうご
ざいました。裏話や秘話をご紹介できて、改めて歴史と伝統を感じながら
編集、制作をいたしました。まだまだ頑張る「あしび」にご期待下さい。

［表紙の写真］ 福山鞆の浦弁天島花火大会 
瀬戸内に初夏を告げる風物詩。舞台は、弁才
天を祀る弁天堂（福寿堂）が建っていることか
ら弁天島と呼ばれているこの小さな島。その弁
天島から、約2000発もの花火が夜空に打ち上
げられました。対岸には夜店が軒を連ね、明る
い売り子さんの声が右に左に飛び交います。
大勢の人が集まる活気に満ちた一夜。瀬戸内
に本格的な夏の訪れを予感させる、鞆の浦自
慢のお祭りです。今年は5月27日（土）でした。

福山にいたときも、遠く離れていてもずっと
記憶に残る味、「お好み焼き」。広島風、関
西風、現代風…作り方食べ方はいろいろ
あれど、お店を見つけるとつい立ち寄ってみ
たくなるそんなそうる・ふうどを紹介します。

初夏の訪れを告げる鞆の浦の弁天島から打ち上げる花火大会。まさに荘厳で幻想的な風景です。

君の輝く瞳に逢いたい…
あなた

tokyo Ashibi   11
平成29年8月３１日発行（年1回）
発行人／來山征士（S.36）
編集担当／岩瀬浩造（S.37）、田丸佐知子（S.40）
制作担当／寄國　聡（S.45）
編集／福山葦陽東京同窓会役員会・幹事会
編集協力／福山葦陽東京同窓会会員、福山葦陽同窓会本部、福山葦陽高等学校、
福山市東京事務所 他

そば入りで、ボリュームアップも！ （500円。とにかく値段にビックリ）　 今もお元気なお母さん
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●お店の場所は探して訪ねてみましょう!

鞆の浦の弁天島。夜の花火大会の会場です
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おっ、好み焼き
福山

銀座

浅草

青山

福山にはいつの頃からか、あちこちに「お好み焼き」のお店がありました。まさに福山人
のソウルフードと言うべきものでしょう。卒業生の中でもこのお店に足を運んだ人は多い
でしょう、先生と一緒に食べたこともあったような無いような？　いまも元気で営業中。

銀座へ行ったら、銀ブラと「TAU」と「お好み焼
き」。「TAU」の2階にあるお好み焼き「鯉 （々こ
いこい）」新しくリニューアルしたお店は以前とは
また違う味を楽しめます。銀座で「お好み焼き」
なんて？ 広島県人、福山人だからこそわかる
味わいを是非一度ご堪能下さい。

青山の根津美術館から根津坂を下ったところ
にある「鉄板焼き・話食 海音（かのん）」は表参
道、青山の喧噪から抜け出たようなお店。マス
ターのお父様は葦陽高校千葉清士元校長

（昭和53年～55年）。東京で葦陽高校を語れ
る場所は唯一かも、是非一度お立寄り下さい。

お城の下にあった母校の西側に今で
もしっかりと「お好み焼」の暖簾が。
優しい笑顔のお母さんが、料理酒を振
り、ひと手間掛けた牛肉と卵入りのお
好み焼きが何と400円！ 腹ペコの高校
時代にお世話になった若者も多いは
ず。今もボリュームたっぷりの懐かしい
味ですよ。帰省の際には一度足を運
び、当時の話をしながら食べると、懐か
しい青春がよみがえることでしょう。

浅草寺の脇、地方の魅力が体験できる商業施設
「まるごとにっぽん」の3Fには備後圏域の物産を
紹介するコーナーと、4Ｆには「ひろしま・お好み焼
凡」があります。浅草辺りをブラリして広島ならで
はの美味しい一品料理や地酒と一緒に「ひろし
ま・お好み焼」で楽しい時をお過ごし下さい。

海音

凡

鯉々

みちぐさ

soul food

こい    こい

ぼん

かのん

我らの そうる・ふうど


